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錦
・
く
ら
ん
ど
公
園
の
西
側
広
場
に

は
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
設
置
に
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
、
錦
町

農
産
物
等
直
売
所
出
荷
協
議
会
。
会
長
の

岩
見
照
也
さ
ん
（
一
武
上
忠
ヶ
原
）
が
中

心
と
な
り
同
取
組
み
を
進
め
ま
し
た
。
町

か
ら
町
有
林
の
間
伐
材
を
提
供
し
て
も
ら

い
、
同
地
区
の
槻
木
福
一
さ
ん
と
岩
本
智

満
さ
ん
の
協
力
を
得
て
２
月
11
日
に
設

置
。
立
派
な
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
が
広
場
で
存

在
感
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
設
置
し
た
岩
見
さ
ん
は
「
昨
年
の
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
盛
り
上
が
り

と
、
『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』
の
精
神
に

感
銘
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
に
も
大
き
な

夢
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
計
画
し

た
。
将
来
的
に
は
少
年
ラ
グ
ビ
ー
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
な
ど
も
呼
ん
で
イ
ベ
ン
ト
も

や
っ
て
み
た
い
」
と
、
将
来
の
展
望
ま
で

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
は
、
鯉
の
ぼ
り
を
揚

げ
る
ロ
ー
プ
も
設
置
し
て
あ
る
と
の
こ

と
。
自
由
に
揚
げ
て
い
い
そ
う
な
の
で
、

鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
に
行
く
の
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

錦・くらんど公園に
ラグビーゴールポストが出来ました

令和２年度当初予算決まる
令和２年度施政方針
後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ
錦町放課後子供教室
「教育活動サポーター」を募集しています。

特集　新型コロナの波紋
　　　　　感染拡大防止のため今私たちにできること



　
学
校
の
教
室
に
、
子
ど
も
た
ち
の
姿
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
世
界
各
国
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
日
本
で
も
例
外
で

は
な
く
、連
日
報
道
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

３
月
23
日
時
点
で
感
染
者
が
1
1
2
8

人
、
死
者
42
人
（
横
浜
港
に
到
着
し
た
ク

ル
ー
ズ
船
の
感
染
者
は
除
く
）
と
、
い
ま

だ
感
染
の
勢
い
は
止
ま
ら
ず
終
息
の
目
途

は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
２
月
22
日
に
は
、
県
内
で
初
の
感
染
者

が
確
認
さ
れ
、
初
感
染
を
皮
切
り
に
私
た

ち
の
生
活
は
ガ
ラ
ッ
と
一
変
。
各
小
中
学

校
で
は
臨
時
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
マ

ス
ク
の
品
切
れ
や
、
イ
ベ
ン
ト
の
延
期
・

中
止
な
ど
、
錦
町
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
私
た
ち
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し

た
出
来
事
を
紹
介
し
、
こ
れ
か
ら
の
感
染

拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
私
た
ち
に
何
が
で
き

る
の
か
を
お
伝
え
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
波
紋

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

国、県の要請を受け、3月2日から臨時休校となった各小中学校。
教室に子どもたちの姿はなく、学校内は静まり返っていました。

　新型コロナウイルスの感染拡大は、錦町にも様々な影響を
及ぼしました。ここでは、今回の影響を受けて起きた出来事
をご紹介します。

特集 私たちの町では
こんなことがありました

　準備期間がほとんどない中で行われた臨時休校。保護
者たちが仕事との調整で頭を抱える中、一筋の光となっ
たのが学童保育の存在でした。町内 3 カ所ある学童クラ
ブでは、臨時休校に伴い急きょ開所。自宅で面倒を見る
ことができない児童らを受け入れました。子どもたちが楽
しそうに過ごす一方で、運営側は感染予防対策に苦慮さ
れている様子でした。また子どもたちからは早く学校に行
きたいとの声が多く聞かれました。

小中学校の臨時休校に伴い学童保育で
児童らを受入

　感染拡大を防止するため、民間主催を含めた町内開催の
各行事、イベントがのきなみ中止となりました。町内小中学
校の卒業式や、保育園・子ども園の卒園式も、来賓や在校生、
在園児の参加もなく卒業・卒園生と保護者のみの参加とな
るなど大幅に規模を縮小しての開催。会場は少し寂しいもの
となりました。さらに、式後の祝賀会なども自粛を求められ、
やむなく開催を断念。早くから実行委員会を立ち上げ、開催
に向け準備を進めてきた保護者からは残念がる声が多く聞か
れました。

各行事・イベントが中止または規模縮小

　全国的にマスクが品切れ状態で、錦町の店舗からもマ
スクが消えました。さらには風評被害でトイレットペーパー
やティッシュも一時品薄となり、一部の店舗では開店前か
ら行列をつくっていました。

マスクが売場から消える。風評被害で
トイレットペーパーなども一時品薄に

　県内での感染確認を受け、2月24日に町長、副町長、
教育長、各課長で構成される同対策本部を設置。これま
で数回会議を重ね、日ごとに変わるコロナ関連の対応に
追われました。

新型コロナウイルス対策本部を設置
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トイレットペーパーなども一時品薄に

　県内での感染確認を受け、2月24日に町長、副町長、
教育長、各課長で構成される同対策本部を設置。これま
で数回会議を重ね、日ごとに変わるコロナ関連の対応に
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新型コロナウイルス対策本部を設置
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CHECK!!
手洗い前には…
・爪をよく切っておきましょう
・時計や指輪は外しましょう
手洗い後は…
・十分に水で流し、清潔なタオルなど
　でよく拭き取って乾かしましょう

　世
界
各
国
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ウ
イ
ル
ス

性
の
風
邪
の
一
種
で
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
決
し
て
防
げ
な
い

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
予
防
に
は
手
洗
い
や
う
が
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
有

効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
正
し
い
手
の
洗
い
方
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

正
し
い
手
洗
い
を
ま
め
に
行
い
、
み
ん
な
で
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

流
水
で
よ
く
手
を
ぬ
ら
し
石
鹸

を
つ
け
手
の
ひ
ら
を
よ
く
こ
す

り
ま
し
ょ
う

手
の
甲
を
伸
ば
す
よ
う
に
こ
す

り
ま
し
ょ
う

指
先
・
爪
の
間
を
入
念
に
こ
す

り
ま
し
ょ
う

指
の
間
も
し
っ
か
り
洗
い
ま

し
ょ
う

親
指
と
手
の
ひ
ら
を
ね
じ
り
洗

い
し
ま
し
ょ
う

最
後
に
手
首
も
し
っ
か
り
洗
い

ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
た
め
に

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

みんなでやろう「正しい 手洗い」もしかして
新型コロナウイルス？
不安に感じたらまずは
ご相談ください

帰国者・接触者
相談センター
熊本県人吉保健所
☎２２－３１０７

お
知
ら
せ

相 談 窓 口
⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

相 談 の 目 安

○
錦
町
消
防
団
入
退
団
式

○
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

各
小
中
学
校
の
始
業
式
及
び

入
学
式

　
４
月
５
日
（
日
）
開
催
予
定
の
消

防
団
入
退
団
式
は
、
内
容
を
縮
小
し

小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技
の
み
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
て
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

問
＝
総
務
課

☎
３
８
ー
１
１
１
１

　
毎
年
３
〜
５
月
に
開
催
し
て
い
ま

し
た
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
考
慮
し

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

問
＝
企
画
観
光
課

☎
３
８
ー
４
４
１
９

　
４
月
８
日
（
水
）
の
始
業
式
は
、

登
校
し
校
内
放
送
を
通
し
て
行
う
予

定
で
す
。

　
４
月
９
日
（
木
）
の
入
学
式
は
、

卒
業
式
と
同
様
、
新
入
生
、
保
護
者
、

教
諭
、
教
育
委
員
会
の
み
の
出
席
で

行
う
予
定
で
す
。

問
＝
教
育
振
興
課

☎
３
８
ー
４
４
５
０

※

右
記
内
容
は
い
ず
れ
も
３
月
24
日

時
点
で
の
情
報
で
す
。
今
後
の
状
況

に
よ
っ
て
は
、
内
容
が
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
ま
り
次

第
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
４
月
以
降
の
行
事
・
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
も
変
更
が
あ
れ

ば
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○風邪の症状や37.5℃以上の発熱が
　4日以上続いているとき（解熱剤を
　飲み続けなければならない時を含
　みます）

○強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼
　吸困難）がある
※高齢者や妊婦、基礎疾患（糖尿病、
　心不全、呼吸器疾患など）のある
　人、免疫抑制剤や抗がん剤等を用
　いている人は、上の状態が2日程度
　続く場合

帰国者・接触者相談センターで相談の
結果、新型コロナウイルス感染の疑い
がある場合は「帰国者・接触者外来（病
院）」をご紹介します。マスクを着用
し、公共交通機関の利用を避けて受診
してください。
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み
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
て
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

問
＝
総
務
課

☎
３
８
ー
１
１
１
１

　
毎
年
３
〜
５
月
に
開
催
し
て
い
ま

し
た
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
考
慮
し

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

問
＝
企
画
観
光
課

☎
３
８
ー
４
４
１
９

　
４
月
８
日
（
水
）
の
始
業
式
は
、

登
校
し
校
内
放
送
を
通
し
て
行
う
予

定
で
す
。

　
４
月
９
日
（
木
）
の
入
学
式
は
、

卒
業
式
と
同
様
、
新
入
生
、
保
護
者
、

教
諭
、
教
育
委
員
会
の
み
の
出
席
で

行
う
予
定
で
す
。

問
＝
教
育
振
興
課

☎
３
８
ー
４
４
５
０

※

右
記
内
容
は
い
ず
れ
も
３
月
24
日

時
点
で
の
情
報
で
す
。
今
後
の
状
況

に
よ
っ
て
は
、
内
容
が
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
ま
り
次

第
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
４
月
以
降
の
行
事
・
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
も
変
更
が
あ
れ

ば
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○風邪の症状や37.5℃以上の発熱が
　4日以上続いているとき（解熱剤を
　飲み続けなければならない時を含
　みます）

○強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼
　吸困難）がある
※高齢者や妊婦、基礎疾患（糖尿病、
　心不全、呼吸器疾患など）のある
　人、免疫抑制剤や抗がん剤等を用
　いている人は、上の状態が2日程度
　続く場合

帰国者・接触者相談センターで相談の
結果、新型コロナウイルス感染の疑い
がある場合は「帰国者・接触者外来（病
院）」をご紹介します。マスクを着用
し、公共交通機関の利用を避けて受診
してください。
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〜
一
般
会
計

　前
年
度
比
約 

8.2
％
増
〜

令和２年度一般会計予算 　
令
和
２
年
度
の
各
会
計
当
初
予
算
が
、
３
月
３
日
か
ら
開
会
し
た
第
一
回
定
例
議
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
に
お
け
る
予
算
額
は
、
歳
入
歳
出
57
億
３
４
５
９
万
円
、
前
年
度
（
６
月
補
正
予
算
計
上
後
）

に
比
べ
４
億
３
５
６
９
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
増
加
要
因
と
し
て
は
、
あ
い
ね
っ
と
放
送
機
材
更
新
事
業
に
着
手
す
る
事
と
、
木
綿
葉
大
橋
補
修
工

事
に
着
手
す
る
事
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
当
初
予
算
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
５
月
号
以
降
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳　入
　 歳 入 　
町税
地方譲与税
各交付金
地方交付税
使用料等
国庫支出金
県支出金
その他の自主財源
繰入金
繰越金
諸収入
町債
　 計 　

金　　　額　　
1,092,870千円

72,147千円
225,677千円

1,778,505千円
167,479千円
852,669千円
570,552千円
191,661千円
287,225千円
60,000千円
31,654千円
404,149千円

5,734,588千円

割　合　
19%
1%
4%
31%
3%
15%
10%
3%
5%
1%
1%
7%

100.0%

歳　出
　 歳 出 　
議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
公債費
その他
　 計 　

金　　　額　　
81,241千円
969,166千円

2,014,152千円
432,022千円
1,141千円

365,090千円
201,140千円
643,046千円
229,883千円
366,307千円
421,397千円
10,003千円

5,734,588千円

割　合　
1%
17%
35%
8%
0%
6%
4%
11%
4%
6%
8%
0%

100.0%

繰入金
287,225千円

5%

その他の自主財源
191,661千円

3%

国庫支出金
852,669千円

15%

県支出金
570,552千円

10%

町税
1,092,870千円
19%

町債
404,149千円
7%

諸収入
31,654千円
1%

地方譲与税
72,147千円
1%

各交付金
225,677千円
4%

地方交付税
1,778,505千円
31%

使用料等
167,479千円
3%

繰越金
60,000千円

1%

その他　10,003千円　0%

労働費
1,141千円
0%

農林水産業費
365,090千円

6%

商工費
201,140千円

4%

公債費
421,397千円　8%

教育費
366,307千円　6%

消防費
229,883千円

4%

土木費
643,046千円

11%

総務費
969,166千円
17%

議会費
81,241千円
1%

民生費
2,014,152千円
35%

衛生費
432,022千円
8%

・町民一人当たりに納めて
　いただく税金は
　約 10 万 3 千円

・町民一人当たりに使われ
　る予算は
　約 54 万 4 千円

令
和
２
年
度
当
初
予
算
決
ま
る

2月末現在の人口
10,537人
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昨
年
は
８
月
の
豪
雨
災
害
や
９
月
の
台
風

15
号
等
に
よ
っ
て
記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
河

川
の
氾
濫
に
よ
り
、
住
宅
の
全
壊
や
浸
水
な

ど
未
曾
有
の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
最
近

で
は
「
数
十
年
に
一
度
の
大
雨
」
と
い
っ
た

報
道
も
珍
し
く
な
く
な
り
、
「
命
を
守
る
行

動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
新
た
な

防
災
情
報
の
発
信
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
改
め

て
地
球
規
模
で
の
異
常
気
象
に
目
配
り
を
し

て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
年
に
入
り
、
中
国
武
漢
地
方
を
中
心
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎

の
感
染
症
患
者
が
集
団
発
生
し
、
日
本
や
世

界
各
国
へ
と
蔓
延
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
２
月
中
旬
に
入
り
国
内
で
も
感
染
者
の

死
亡
が
発
表
さ
れ
、
２
月
29
日
現
在
ク
ル
ー

ズ
船
を
含
む
感
染
者
が
９
３
９
人
、
死
亡
者

が
11
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

世
界
の
金
融
市
場
の
動
揺
が
止
ま
ら
ず
、
株

価
は
急
落
し
、
景
況
感
悪
化
が
心
配
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
全
体
に
及
ぶ
少
子
高
齢
化

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
地
方
に
お
け
る
町

づ
く
り
を
進
め
る
方
策
に
も
変
化
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
地
方
行
政
の
あ
り

方
と
し
て
、
地
域
の
総
力
を
結
集
し
て
人
口

減
少
が
も
た
ら
す
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
そ
れ

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
方
創
生
や

社
会
保
障
の
充
実
を
一
層
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
５
年
間
の

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
総
合
戦
略
」
に

沿
っ
て
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た

令
和
元
年
度
に
総
合
戦
略
や
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

を
網
羅
し
た
新
た
な
総
合
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
計
画
を
核
と
し
て
他
の
地

域
か
ら
人
を
呼
び
込
む
、
人
の
移
動
を
加
速

さ
せ
る
政
策
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
事
業
計
画
に
沿
っ
て
各
事
業

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、
学
校

教
育
の
充
実
と
在
宅
未
就
業
者
等
の
就
業
機

会
の
拡
大
を
目
指
し
た
親
子
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
室
や
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
、
資
料

館
周
辺
の
地
下
作
戦
室
・
無
線
室
の
照
明
工

事
、
木
綿
葉
大
橋
橋
面
補
修
事
業
、
ふ
る
さ

と
納
税
事
業
の
拡
大
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
政

策
と
融
合
さ
せ
、
「
人
の
和
を
大
切
に
し
、

老
い
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
。
若
人
に

夢
と
希
望
が
持
て
る
町
」
に
向
っ
て
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
性
・
自
立
性
を
発
揮
し
て

様
々
な
施
策
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
た
め

に
は
、
何
よ
り
も
財
政
基
盤
の
強
化
が
不
可

欠
で
す
。
各
交
付
金
や
町
税
に
つ
い
て
全
て

が
順
調
に
伸
び
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交

付
金
の
堅
持
は
も
と
よ
り
、
国
の
制
度
改
正

の
情
報
収
集
に
努
め
、
財
源
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

当
初
予
算

　

本
年
度
は
、
一
般
会
計
に
お
い
て
約

57
億
３
４
０
０
万
円
、
前
年
度
と
の
比
較
で

は
約
10
億
４
千
万
円
、
率
に
し
て
22
・
３
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
度
の
当

初
予
算
の
編
成
が
骨
格
予
算
で
の
編
成
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
錦
ゆ
か

り
基
金
事
業
１
億
２
千
万
円
、
錦
ネ
ッ
ト
通

信
事
業
１
億
２
６
０
０
万
円
、
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
約
８
千
万
円
、
新
設
道
路
改
良
費

３
億
７
千
万
円
の
増
な
ど
が
主
な
要
因
で

す
。

財
政
状
況

　
本
町
の
財
政
は
、
こ
こ
数
年
は
財
政
指
標

が
改
善
し
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年

度
決
算
に
お
い
て
は
、
一
部
の
指
標
で
は
悪

化
し
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
経
常
収
支
比
率
は
、
89
・
３
％
と
前

年
度
に
比
べ
0.5
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
水
道
事
業
や
下
水
道
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
の
推
移
に
注
意
が
必
要
で
あ
り
、

経
常
的
経
費
全
体
の
増
加
抑
制
努
力
が
重
要

で
す
。
次
に
実
質
公
債
費
比
率
は
、
9.1
％

（
３
カ
年
平
均
）
と
、
前
年
度
と
同
数
値
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
昨
年
開
通
し
た
人

吉
球
磨
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
他
数
次
の
経
済

対
策
等
で
借
り
入
れ
た
町
債
の
元
金
償
還
の

開
始
な
ど
に
よ
り
、
一
時
的
に
は
上
昇
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
比
率
の
悪
化
に
つ
な
が

る
町
債
の
借
り
入
れ
等
に
つ
い
て
は
十
分
留

意
し
て
い
き
ま
す
。
次
に
将
来
負
担
比
率

は
、
85
・
５
％
と
前
年
度
に
比
べ
5.9
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
改
善
し
た
も
の
の
、
公
営
企
業
会

計
の
繰
入
金
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今

後
の
使
用
料
金
改
定
と
併
せ
て
水
道
・
下
水

道
加
入
者
の
増
を
図
る
方
策
を
検
討
す
る
な

ど
繰
入
金
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
等
の
積

立
金
は
、
約
19
億
５
２
０
万
円
と
前
年
度
に

比
べ
約
５
８
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
郡

内
平
均
の
30
億
１
８
０
０
万
円
と
比
較
す
る

と
決
し
て
多
額
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
今
後

も
将
来
の
大
規
模
事
業
や
災
害
等
不
測
の
事

態
へ
の
対
応
を
考
慮
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
に
も
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
財
源
確
保

が
可
能
な
範
囲
で
積
み
立
て
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

令
和
2
年
度
　

施
政
方
針
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財
政
状
況
の
改
善
に
つ
い
て
は
常
に
重
要

事
項
と
し
て
受
け
止
め
て
お
り
、
議
員
及
び

町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
健
全
財
政
を
維
持
し
つ
つ
住
民
福
祉
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

《
農
業
》

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

が
進
む
中
、
法
人
経
営
、

集
落
営
農
、
新
規
就
農
な

ど
多
様
な
担
い
手
の
育

成
・
確
保
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
町
独
自
の

担
い
手
支
援
給
付
事
業
で
は
、
新
た
に
２
人

が
事
業
に
取
り
組
み
、
現
在
10
人
の
実
績
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化

（
農
地
の
担
い
手
の
明
確
化
）
を
通
し
て
、

中
心
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
を
関

係
機
関
と
と
も
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
取
り
組
み
事
例
）

・
担
い
手
支
援
給
付
事
業

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

・
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

《
畜
産
》

　
引
き
続
き
和
牛
子
牛
の
販
売
価
格
は
弱
含

み
な
が
ら
も
高
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
飼
養
頭
数
の

増
頭
及
び
優
良
牛
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
国

の
施
策
も
活
用
し
な
が
ら
、
畜
産
農
家
の
育

成
と
経
営
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

　
国
内
外
で
依
然
と
し
て
発
生
が
見
ら
れ
る

家
畜
伝
染
病
に
つ
い
て

は
、
各
農
場
で
の
飼
養

衛
生
管
理
の
徹
底
を
図

る
と
と
も
に
、
防
疫
体

制
の
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

（
取
り
組
み
事
例
）

・
飼
養
管
理
技
術
の
向
上

・
耕
畜
連
携
に
よ
る
自
給
粗
飼
料
の
生
産
拡

　
大

・
低
コ
ス
ト
で
高
品
質
な
子
牛
生
産

・
優
良
子
牛
の
自
家
保
留
牛
助
成
事
業

・
肥
育
素
牛
導
入
事
業

《
園
芸
作
物
》

　

天
候
や
自
然
災
害

の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
厳
し
い
生
産
環

境
と
な
る
た
め
、
耐

候
性
ハ
ウ
ス
の
設
置
及
び
強
靭
化
に
取
り
組

み
、
ま
た
葉
タ
バ
コ
を
は
じ
め
と
す
る
工
芸

作
物
に
つ
い
て
も
、
単
収
及
び
品
質
向
上
、

安
定
的
な
生
産
・
出
荷
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
販
売
体
制
の
強
化
を
図
る
取
組
等
を
支

援
し
、
安
心
・
安
全
で
消
費
者
に
信
頼
さ
れ

る
産
地
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

《
有
害
鳥
獣
対
策
》

　
生
産
者
の
営
農
意
欲
が
低
下
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
な
ど
と

連
携
し
て
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除
や
追
い
払
い

を
継
続
し
、
農
作
物
へ
の
被
害
の
軽
減
を
図

り
ま
す
。

（
取
り
組
み
事
例
）

・
侵
入
防
止
柵
等
の
購
入
に
対
す
る
補
助

《
林
業
》

　
昨
年
度
か
ら
交
付

が
始
ま
っ
た
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用

し
、
作
業
道
な
ど
の

整
備
を
行
い
、
森
林

の
持
つ
多
目
的
機
能
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、

新
た
に
施
行
さ
れ
た
森
林
経
営
管
理
制
度
の

運
用
に
よ
り
、
意
向
調
査
の
本
格
実
施
・
分

析
を
行
い
、
レ
ー
ザ
ー
測
量
を
も
と
に
整
備

し
た
林
地
台
帳
を
活
用
し
、
木
材
の
安
定
供

給
体
制
の
確
立
、
雇
用
の
増
大
を
通
じ
た
活

性
化
、
担
い
手
の
育
成
、
木
材
の
利
用
を
通

じ
た
林
業
経
営
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

《
商
工
業
の
振
興
》

　
熊
本
地
震
後
の
復
旧
需
要
は
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
再
開
発
案
件
を
中
心
に
設
備
投

資
は
高
水
準
で
、
各
種
政
策
効
果
や
復
興
需

要
等
を
背
景
に
景
気
は
緩
や
か
に
拡
大
し
て

い
ま
す
が
、
労
働
需
給
は
引
き
続
き
逼
迫
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
拡
大
の
動
き
が
鈍
化
す

る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
管
内
で
も
、
有
効
求

人
倍
率
は
こ
こ
数
年
高
い
水
準
に
あ
り
、
全

体
的
に
人
手
不
足
の
状
況
で
す
が
、
職
種
に

よ
る
求
人
倍
率
の
偏
り
か
ら
、
新
卒
者
等
と

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
お
り
、
労
働
力
の

管
外
・
県
外
流
出
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
商
工
会
、
金
融
機
関
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
町
内
商
工
業
等
の

地
域
産
業
の
支
援
に
よ
り
雇
用
増
加
を
図

り
、
町
の
産
業
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

（
取
り
組
み
事
例
）

・
起
業
者
等
に
対
す
る
補
助

・
商
品
券
発
行
事
業
の
助
成

《
企
業
誘
致
》

　
「
人
吉
球
磨
企
業
誘
致
連
絡
協
議
会
」
に

お
い
て
管
内
市
町
村
と
連
携
協
力
し
、
企
業

訪
問
や
先
進
地
視
察
等
参
加
し
情
報
収
集
す

る
と
と
も
に
、
県
の
施
策
や
町
独
自
の
支
援

を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
昨
年
度
運
用
を
開
始

し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
含
め
、
誘
致
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に
向
け
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
昨
年
度

開
通
し
た
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
交
通
の
利
便
性
も
積
極
的
に
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

《
移
住
定
住
》

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

に
よ
り
空
き
家
等
を
有

効
活
用
す
る
と
と
も

に
、
移
住
・
定
住
に
係

る
補
助
制
度
や
移
住
体

験
施
設
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ

る
き
め
細
や
か
な
情
報
発
信
を
行
い
な
が
ら

促
進
を
図
り
ま
す
。

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
昨
年
度
も
お
礼
品
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

拡
充
等
を
進
め
、
１
億
円
を
超
え
る
過
去
最

高
の
寄
付
額
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
取

り
組
み
を
継
続
し
な
が
ら
各
種
媒
体
等
を
通

じ
た
広
報
宣
伝
も
行
い
、
寄
附
額
の
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

《
観
光
》

　

人
吉
海
軍
航
空
基

地
資
料
館
に
つ
い

て
、
地
方
創
生
交
付

金
に
よ
り
施
設
の
増

設
及
び
基
地
跡
周
辺

の
環
境
整
備
を
進
め
、
平
和
に
つ
い
て
の
学

び
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
観
光
拠
点
と
し
て

機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
日
本
遺
産
を
軸
と
し
た
人
吉

球
磨
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
観
光
地
域
づ
く

り
の
取
り
組
み
や
県
南
15
市
町
村
と
も
連
携

し
、
更
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
観

光
消
費
に
よ
る
経
済
効
果
を
生
み
出
す
仕
組

み
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

《
少
子
化
対
策
》

　
全
国
的
に
進
む
少
子

高
齢
化
は
、
医
療
や
介

護
、
年
金
と
い
っ
た
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
を
確
立
し
て
い
く
う
え
で
、
極
め
て
重
要

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
人
口
が
１
万
５
０
０
人

台
と
な
り
、
高
齢
化
率
も
32
％
台
に
達
し
た

状
況
で
、
人
口
減
少
対
策
の
一
つ
と
し
て
子

育
て
世
代
へ
の
支
援
は
重
要
な
行
政
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
副
食

費
の
無
償
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
子
ど
も
医

療
費
助
成
は
、
対
象
年
齢
の
拡
大
、
償
還
払

い
か
ら
現
物
給
付
へ
と
変
更
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

《
障
が
い
者
福
祉
》

　
「
錦
町
障
が
い
福
祉
計
画
」
及
び
「
錦
町

障
が
い
児
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
々
が
地
元
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ

の
適
性
や
能
力
に
応
じ
て
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
地
域
の
一

員
と
し
て
積
極
的
に
社
会
参
加
が
で
き
る
よ

う
、
様
々
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
地
域
全
体
で
障
が
い
の
あ

る
方
々
の
見
守
り
や
支
援
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

《
高
齢
者
施
策
》

　
本
年
度
は
団
塊
の
世
代

の
方
が
す
べ
て
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
と
な
る

２
０
２
５
年
を
見
据
え
、

策
定
を
進
め
て
き
た
「
第

７
期
錦
町
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
」
の
３
年
目
の
最
終
年

度
に
あ
た
り
ま
す
。
第
７
期
計
画
を
総
括
し

第
８
期
計
画
策
定
に
向
け
て
今
後
も
「
老
い

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」
を
目
指
し
、

さ
ら
な
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

深
化
・
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

（
取
り
組
み
事
例
）

・「
ひ
だ
ま
り
館
」
を
活
用
し
た
介
護
予
防

　
教
室
及
び
地
域
で
の
通
い
の
場
の
充
実

・
高
齢
者
の
生
活
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

　
訪
問
事
業

・「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
の
普
及
促
進

・
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
及
び
地
域
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
の
確
保
・
育
成

《
認
知
症
施
策
》

　
若
い
世
代
か
ら
の
認
知
症
の
理
解
促
進
を

深
め
、
認
知
症
の
方
を
地
域
で
見
守
る
体
制

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度

に
発
足
し
た
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
」
を
主
体
と
し
て
、
認
知
症
の
早
期
発

見
・
診
断
・
治
療
な
ど
、
認
知
症
高
齢
者
の

実
態
に
応
じ
た
適
切
な

ケ
ア
を
進
め
、
家
族
介

護
者
に
対
し
て
は
、
認

知
症
へ
の
理
解
促
進
と

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
の

連
携
に
よ
り
、
認
知
症
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高
齢
者
の
平
穏
な
日
常
生
活
と
家
族
介
護
者

の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
取
り
組
み
事
例
）

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の
継
続
実
施

・
認
知
症
声
掛
け
・
見
守
り
訓
練
の
実
施

《
生
活
支
援
》

　

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料
助
成
事
業
や

「
か
い
モ
ン
号
」
に
よ
る
買
い
物
支
援
対
策

等
を
引
き
続
き
行
い
、
利
用
者
の
利
便
性
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
軽
度
生
活
援
助
の

安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
構
築
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

《
健
康
の
保
持
増
進
》

　

平
成
30
年
度
か
ら

国
の
政
策
に
よ
っ
て

市
町
村
国
保
の
財
政

を
県
も
担
う
こ
と
と

な
り
、
財
政
の
安
定

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
医

療
費
の
削
減
に
努
め
る
こ
と
を
よ
り
一
層
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
他
の
市
町
村
同
様
、
国

保
医
療
費
及
び
介
護
費
用
が
依
然
と
し
て
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
要
因
は
、
生
活
習
慣

病
の
重
症
化
に
因
る
も
の
で
す
。
生
活
習
慣

病
を
早
期
に
発
見
し
、
病
気
の
発
症
や
重
症

化
を
予
防
す
る
こ
と
が
急
務
で
す
が
、
い
ず

れ
も
そ
れ
は
「
健
診
」
か
ら
始
ま
る
も
の

で
、
健
診
を
継
続
的
に
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
が
「
健
康
の
保
持
増
進
に
お
け
る
第
一

歩
」
と
考
え
ま
す
。

　
休
日
健
診
や
施
設
健
診
な
ど
の
健
診
機
会

の
拡
充
や
、
19
歳
か
ら
の
基
本
健
診
の
取
組

に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
受

診
し
て
い
た
だ
け
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

　
健
診
後
の
保
健
活
動
に
つ
い
て
は
、
個
人

の
健
診
結
果
に
基
づ
き
、
保
健
師
・
管
理
栄

養
士
が
、
よ
り
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進
員
・

健
康
推
進
員
等
、
健
康
づ
く
り
団
体
と
協
力

し
、
地
域
の
中
か
ら
健
康
へ
の
意
識
が
高

ま
っ
て
い
く
よ
う
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま

す
。

《
歯
科
保
健
》

　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
専
門

的
な
指
導
と
と
も
に
、
現
行

の
フ
ッ
化
物
塗
布
や
洗
口
に

よ
る
む
し
歯
予
防
に
努
め
、

妊
娠
期
か
ら
壮
年
期
、
高
齢
期
ま
で
の
歯
周

病
検
診
に
取
組
み
、
生
涯
を
通
し
た
歯
科
保

健
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

《
ご
み
環
境
対
策
》

　
人
吉
球
磨
地
域
は
一
体
と
な
っ
て
レ
ジ
袋

削
減
や
ご
み
の
排
出
抑
制
と
資
源
の
有
効
利

用
を
図
る
た
め
、
人
吉
球
磨
地
域
が
一
体
と

な
り
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
ご
み
処
理
に
か
か
る

経
費
を
削
減
す
る
た
め
、
生
ご
み
の
水
切
り

徹
底
や
ご
み
分
別
の
徹
底
・
向
上
な
ど
資
源

物
回
収
の
住
民
啓
発
を
図
り
、
再
資
源
化
を

推
進
し
な
が
ら
環
境
へ
負
荷
の
少
な
い
循
環

型
社
会
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

《
教
育
の
振
興
》

　

子
ど
も
は
未
来
を
担
う

地
域
の
宝
で
あ
り
、
地
域

創
生
の
活
力
の
源
で
す
。

「
生
き
る
力
」
を
育
み
、

外
国
語
教
育
と
伝
統
や
文

化
に
関
す
る
教
育
の
充
実

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
い
か
に
し

て
子
供
た
ち
の
学
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く

か
が
今
後
重
要
で
す
。

《
学
習
支
援
》

　

各
学
校
に
教
育
支
援

員
等
を
配
置
し
、
通

常
学
級
・
特
別
支
援
学

級
等
の
学
習
支
援
を
行

い
、
学
校
教
育
充
実
の

た
め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
本
年
度
も
子
ど
も
達
の
学
力
向
上
の

た
め
、
一
層
の
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
新
学
習
指
導
要
領
に
よ

り
、
小
学
校
３
・
４
学
年
で
は
外
国
語
活

動
、
５
・
６
学
年
で
は
英
語
科
の
新
設
や
小

学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
各
事
業
で
研
修
や
講

習
会
な
ど
を
実
施
し
、
円
滑
な
導
入
に
向
け

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
解

り
や
す
い
授
業
に
な
る
よ
う
教
職
員
の
研
修

に
努
め
ま
す
。

　
外
国
語
教
育
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
ま

す
。
平
成
30
年
度
か
ら
外
国
語
指
導
助
手
を

３
人
体
制
に
し
、
日
常
会
話
を
中
心
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
っ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
化
社
会
に
対
応

で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
平
成
26

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
小
・
中
学
校

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て

も
、
よ
り
一
層
の
活
用
を
図
り
子
ど
も
達
の

学
力
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
に

２
人
以
上
在
籍
し
て
い

る
子
ど
も
２
人
目
以
降

の
給
食
費
半
額
補
助

や
就
学
援
助
費
助
成

な
ど
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
継
続
し
て

行
っ
て
い
き
ま
す
。
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小
学
校
運
動
部
活
動
の
社
会
体
育
移
行
に

伴
い
、
小
学
生
の
運
動
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま

す
が
、
学
校
単
位
及
び
町
全
体
で
の
運
動
推

進
の
た
め
の
活
動
計
画
を
策
定
し
、
授
業
間

の
休
み
時
間
や
昼
休
み
及
び
放
課
後
を
活
用

し
た
運
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
既

存
の
競
技
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
体
制
整
備

を
行
い
、
地
域
の
受
け
皿
と
な
る
よ
う
運
営

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
し
、
子
ど
も
達
の

学
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
本
年
度
も
学

校
・
家
庭
・
地
域
社
会
、
そ
し
て
行
政
が
緊

密
な
連
携
を
保
ち
な

が
ら
、
人
間
性
豊
か

な
郷
土
愛
に
満
ち
た

心
身
と
も
に
逞
し
い

子
ど
も
達
の
育
成
に

努
め
ま
す
。

（
取
り
組
み
事
例
）

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
の
実
施

・
指
導
主
事
の
配
置
に
よ
る
教
職
員
の
指
導

　
力
向
上

・
町
内
の
小
学
校
間
で
の
交
流
学
習

・
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
習
支
援

・
長
期
休
業
期
間
の
学
習
支
援

《
社
会
教
育
》

　
人
権
尊
重
の
精
神
を
基
盤
に
し
て
、
町
民

す
べ
て
が
「
人
の
和
を
大
切
に
し
、
老
い
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
、
若
人
に
夢
と
希

望
が
持
て
る
町
」
を
目
指
し
て
、
生
涯
学
習

を
推
進
し
な
が
ら
、
県
の
補
助
を
受
け
専
門

に
配
置
し
て
い
る
地
域
人
権
教
育
指
導
員
を

今
年
度
も
引
き
続
き
雇
用
し
、
人
権
教
育
の

充
実
と
更
な
る
啓
発
を
図
り
ま
す
。

　
に
し
き
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
か
ら
講
師
を
招
き
講
演
会
を
開
催
す
る
ほ

か
、
活
き
活
き
大
学
等
の
内
容
を
さ
ら
に
充

実
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の

リ
ー
ダ
ー
育
成
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、

町
民
が
読
書
へ
の
関
心
を

深
め
、
気
軽
に
利
用
で
き

る
環
境
づ
く
り
や
、
移
動

図
書
の
利
用
啓
発
や
返
却

を
容
易
に
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
に
返
却
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
な
ど

利
用
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
読

書
量
日
本
一
の
町
を
目
指
し
て
改
善
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
や
少
子

化
に
伴
い
、
近
年
参
加
が
難
し
い
分
館
も
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
町
民
体
育
祭
を
は
じ
め
町

内
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
工
夫
改
善
し
な

が
ら
、
地
域
の
連
携
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

《
消
防
・
防
災
体
制
の
整
備
》

　
こ
こ
数
年
は
毎
年
の
よ

う
に
国
内
各
地
で
梅
雨
期

の
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
災

害
が
発
生
し
、
河
川
の
氾

濫
や
堤
防
の
決
壊
と
い
っ

た
事
態
と
な
り
、
多
く
の
尊
い
生
命
や
財
産

が
失
わ
れ
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
の
的
確
な
避
難
行
動
等
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、
消
防
本
部
・
消
防
団
・

自
主
防
災
組
織
等
、
関
係
機
関
と
の
よ
り
一

層
の
連
携
を
図
り
、
災
害
時
に
お
け
る
緊
密

な
協
力
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

《
消
防
団
》

　
人
口
の
減
少
に
伴
い
入
団
す
る
若
年
層
の

減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
現
実
に
あ
り
ま
す
。

統
合
再
編
し
た
組
織
の
活
性
化
を
図
り
な
が

ら
、
機
能
別
消
防
団
員
・
女
性
消
防
団
員
の

募
集
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
機
能

を
強
化
す
る
た
め

の
方
策
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

《
社
会
資
本
の
整
備
》

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
独
立
採
算
の
原
則

に
基
づ
き
合
理
的
か
つ
持
続
可
能
な
経
営
を

図
り
、
引
き
続
き
未
加
入
地
区
へ
の
接
続
を

推
進
し
ま
す
。

　
下
水
道
整
備
区
域
内
に
お
い
て
は
下
水
道

へ
の
接
続
を
推
進
し
、
従
量
制
へ
の
移
行
を

行
い
ま
す
。
区
域
外
に
お
い
て
は
浄
化
槽
設

置
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
い
、
生
活

排
水
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
建
築
年
数
が
経

過
し
て
い
る
住
宅
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
進
め
、
本
年
度

も
指
杉
団
地
の
外
壁
改
修
工
事
を
行
い
、
居

住
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
耐
震
対
策
と
し
て
、
戸
建
て
木
造
住
宅
耐

震
改
修
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
化
支
援
事

業
補
助
制
度
の
活
用
推
進
を
行
い
、
地
震
に

対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
整
備
効
果
を

検
証
し
つ
つ
事
業
を
計
画
的
・
効
率
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。
橋
梁
に
つ
い
て
は
近
接
目

視
に
よ
る
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
補
修
・
修

繕
を
計
画
的
に
行
い
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
に
つ

い
て
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
居
住
環
境

の
向
上
の
た
め
、
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
毎
年
各
区
よ
り
要
望

が
あ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
段
階
的
に

整
備
し
て
い
き
ま
す
。



錦町放課後子供教室
「教育活動サポーター」を募集しています

「落語」 　　　 「作って遊ぼう」  　　 「お手玉遊び」  　　　 「茶道体験」「落語」 　　　 「作って遊ぼう」  　　 「お手玉遊び」  　　　 「茶道体験」

放課後子供教室は、こんな事業です。
子供たちと一緒に活動することが好きな方

お待ちしています！！

事業目的
●放課後子供教室は、放課後に学校の施設を活用した安全・安心な居場所を設け、地域の方々
　の参加協力のもと、子どもたちに多様な体験・交流活動を提供することにより、子供たち
　の「社会性・自主性・創造性」などを育む環境づくりを進めています。

実施日時
●平日の授業終了から
　午後5時30分までの
　時間で月に2～4回程
　度行っています。

実施場所
●西・一武・木上小学校の図書室・体育館・校庭など

対 象 者
●小学１年生から６年生までの全学年

活動内容
●放課後子供教室では、体験・交流活動などの様々な活動を行っています。

募集詳細
●応募要件………18 歳以上で、児童と一緒に活動できる方。
　　　　　　　　（資格・経験は問いません。）
●活動日、時間…授業終了から午後５時３０分まで（各校２～４回程度／月）活動日については、
　　　　　　　　相談に応じます。また、令和２年度は５月から開校する予定です。
●活動場所………西小学校・一武小学校・木上小学校
●活動内容………子供たちの受付、体験や交流活動の準備、片付け、活動中の子供たちの
　　　　　　　　見守り及び補助、連絡帳の確認など。
●報　　酬………８００円／時間
●募集人員………６人程度
●申込方法………教育委員会 社会教育係 へご連絡ください。　☎３８－４４５０

※実施日時・実施場所・対象者については、学校ごとに異なります。

上記のほか、「グラウンド・ゴルフ協会、地域婦人会との交流体験」、「ウンスンカルタ」、
「読み聞かせ」、「ＡＬＴとの異文化交流」、「人権教育」などを行っています。

後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ

・７５歳以上の方（７５歳の誕生日から自動的に加入）
・６５歳から７５歳未満で一定の障がいがある方は申請し、広域連合の認定を受けた日から加入

・保険料は被保険者一人ひとりが納めます。
・保険料率は２年ごとに見直しがあり、令和2・3年度の保険料率は、均等割額は47,900円から50,600円　
　に、所得割率は9.26％から9.95％に変更されます。
・保険料の上限額が62万円から64万円に変更されます。

※今回の見直しでは、1人当たりの医療費の増加等による大幅な上昇が見込まれましたが、財源不足に備え
　て積み立てている基金などを活用して上昇幅を抑えた結果、上記の保険料率となりました。被保険者の皆
　様にはご負担をおかけしますが、誰もが安心して十分な医療を受けられるよう、ご理解とご協力をお願い
　します。

　病気を未然に防ぐため、病気を早い段階で発見して治療できるよう、年に１回は「健康
診査」を受けましょう。

＝ +
保険料額
（年額）

※年額64万円が上限です

均 等 割 額
（被保険者１人当たり）

50,600円

所 得 割 額
総所得金額等－33万円

（基礎控除）
×

所得割率9.95％

◆保険料の均等割額の軽減　≪5割・2割軽減対象者の拡大と軽減割合の一部が変更に≫
　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合計額が

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯で、被保険者全員
の年金収入の控除額をそれぞれ80万円として計算したうえで
所得が0円となる場合

保険料の均等割額を7割軽減
（変更前）8割軽減

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯　
保険料の均等割額を7.75割軽減

（変更前）8.5割軽減

「基礎控除額（33万円）」＋「28万5千円×
　　　　　　世帯の被保険者数」を超えない世帯 （拡大）

保険料の均等割額を５割軽減

基礎控除額（33万円）」＋「52万円×
　　　　　　世帯の被保険者数」を超えない世帯 （拡大）

保険料の均等割額を２割軽減

問合せ　　健康保険課　　☎ ３８－1113

後期高齢者医療制度の対象となる方

令和2・3年度の保険料率（保険料が変わります。）　

所得が低い方の軽減
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　の「社会性・自主性・創造性」などを育む環境づくりを進めています。

実施日時
●平日の授業終了から
　午後5時30分までの
　時間で月に2～4回程
　度行っています。

実施場所
●西・一武・木上小学校の図書室・体育館・校庭など

対 象 者
●小学１年生から６年生までの全学年

活動内容
●放課後子供教室では、体験・交流活動などの様々な活動を行っています。

募集詳細
●応募要件………18 歳以上で、児童と一緒に活動できる方。
　　　　　　　　（資格・経験は問いません。）
●活動日、時間…授業終了から午後５時３０分まで（各校２～４回程度／月）活動日については、
　　　　　　　　相談に応じます。また、令和２年度は５月から開校する予定です。
●活動場所………西小学校・一武小学校・木上小学校
●活動内容………子供たちの受付、体験や交流活動の準備、片付け、活動中の子供たちの
　　　　　　　　見守り及び補助、連絡帳の確認など。
●報　　酬………８００円／時間
●募集人員………６人程度
●申込方法………教育委員会 社会教育係 へご連絡ください。　☎３８－４４５０

※実施日時・実施場所・対象者については、学校ごとに異なります。

上記のほか、「グラウンド・ゴルフ協会、地域婦人会との交流体験」、「ウンスンカルタ」、
「読み聞かせ」、「ＡＬＴとの異文化交流」、「人権教育」などを行っています。
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固定資産税の縦覧制度及び
固定資産課税台帳（名寄帳）の閲覧制度 をご利用ください

問合せ　　税務課　　☎ ３８－1114

　縦覧制度は、納税者の方（免税点未満で課税されない人
を除く）が自己の固定資産の評価額が適正かどうかを客観
的に判断するために、土地価格等縦覧帳簿および家屋価格
等縦覧帳簿を縦覧することで、他の資産の評価額と比較で
きる制度です。
　閲覧制度は、納税義務者の方が、固定資産課税台帳のう
ち、自己の資産について記載された部分を確認することが
できる制度です。また、借地・借家人は、借地・借家対象
資産について、固定資産課税台帳の閲覧ができます。  

縦覧制度

≪記載内容≫
・土地価格等縦覧帳簿（所在･地番･地目･地積･価格）
・家屋価格等縦覧帳簿（ 所在･家屋番号･種類･構造･
　建築年･床面積･価格）
≪縦覧期間≫
令和2年4月1日から6月1日(第1期の納期限)まで
（土曜日・日曜日、祝日を除く）
≪縦覧場所及び縦覧時間≫
役場税務課　午前8時30分から午後5時15分まで　　
≪縦覧できる人≫
錦町内に所在する土地または家屋に対して課する固定
資産税の納税者、納税者の委任を受けた方（委任状が
必要）、納税管理人
≪縦覧の際お持ちいただくもの≫ 
申請者の本人確認ができる身分証明書など（運転免許
証、マイナンバーカードなど）
※申請者が代理人の場合は、委任状
※申請者が法人の場合は、法人登録印または法人登録
　印を押した委任状
≪縦覧手数料≫
無料

≪閲覧期間≫
通年（土曜日・日曜日、祝日を除く）
≪縦覧場所及び縦覧時間≫
役場税務課　午前8時30分から午後5時15分まで
≪閲覧できる人≫
錦町内に所在する土地または家屋に対して課する固定
資産税の納税者、納税者の委任を受けた方（委任状が
必要）、納税管理人、借地・借家人
≪閲覧の際お持ちいただくもの≫
申請者の本人確認ができる身分証明書など（運転免許
証、マイナンバーカードなど）
※申請者が代理人の場合は、委任状
※申請者が法人の場合は、法人登録印または法人登録
　印を押した委任状
※申請者が借地・借家人の場合は、権利関係・権利対
　象物件のわかる賃貸借契約書など
≪閲覧手数料≫
1件300円（ただし、縦覧期間中は無料）

閲覧制度

※納期限を過ぎると、コンビニ納付はできませんのでご注意ください！
※毎月の料金等についても、納め忘れがないようにお願いします。

納　期　限【４月３０日（木）】
口座振替日【４月２７日（月）】

４月は国民健康保険税・介護保険料の納期です！

問合せ　　健康保険課　　☎ ３８－1113
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ごみ搬入量について

犬の登録及び狂犬病予防注射をお願いします

人吉球磨クリーンプラザごみ搬入量推移

問合せ　　住民福祉課　　☎ ３８－1112

※ごみ搬入量は可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、有害ごみの搬入量の集計です。
※分別・収集について分からない事がある場合は住民福祉課環境係38-1112へお問い合わせ
　ください。

錦町のごみ搬入量は年々増加傾向にあります。ごみ減量化のため、プラスチック製容器包装・
紙製容器包装の分別の徹底と生ごみの水切り徹底にご協力をお願いします。

プラスチック製容器包装の分別の注意点
①プラのマークが目印です！

②きれいな物だけ出してください
←　↑　対象物の一例

・汚れているものは、洗って汚れを落とし水を切って出してください。
・洗っても落ちない物や汚れのひどいものは燃えるごみとして出してください。
・収集対象のプラを、指定袋以外の透明・半透明な袋に入れて出してください。 
・汚れた物やプラ製容器包装ではない物が混在するとリサイクルできません。　　　

※資源物を除く

240
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単位：トン　 平成 30 年度
令和 元 年度
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162.2

　狂犬病予防法に基づいて品種、室内飼い等の区別な
く生後91日以上の全ての飼い犬は、生涯1回の登録と
年1回の狂犬病予防接種が義務付けられています。
　町では、各行政区を巡回して犬の登録手続と狂犬病
集合予防注射を行います。犬を登録済みの方へは、狂
犬病集合予防注射案内を送付しています。初めて犬を
登録される方は、実施時間と場所を町のホームページ
で確認していただくか役場住民福祉課（☎38-1112）
にお問い合わせください。
　なお、動物病院でも狂犬病予防注射を接種すること
ができます。料金については各病院にお問い合わせく
ださい。

※動物病院で犬の登録や狂犬病予防注射を受けた場合
　は、犬の登録手数料、狂犬病予防注射料及び注射済票
　交付手数料を動物病院でお支払いください。

変更の届出をお願いします
○飼い犬が死亡したとき
○犬の所有者が変わったとき
○犬の所在地が変わったとき
○飼い主の住所が変わったとき

4 月 　　　　　　　　　　　　　　5 月

実施日

料　金

注　意

木上地区：4 月7 日 ( 火 )
一武地区：4 月 8 日 ( 水 )
西 地 区：4 月 9 日 ( 木 )

犬登録手数料　3,000 円（新規登録年度のみ。次年度からは不要です。）
予防注射料　3,300 円（注射済票交付手数料 500 円が含まれています。

登録又は注射等をしていない犬を飼養していた場合、20 万円以下の罰金に処せられます。

木上地区・一武地区 (14 ～17 区 )：5 月7 日 ( 木 )
西 地 区・一武地区 ( 9 ～13 区 )：5 月 8 日 ( 金 )

※狂犬病は、発病すると治療法がなく、ほぼ100%死に至るという恐ろしい人畜共通感染症です。
　毎年必ず飼い犬に狂犬病予防注射を受けさせましょう。 

15 広報錦  2020 年 4 月号



対
象 令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの出生・死亡・死産・婚姻・離婚

調
査
方
法

各届書の届出をされるときに、それぞれ職業をご記入ください。
【記入例】
・ 医師・教員など･･･「専門・技術職」
・ 一般事務員など･･･「事務職」
・ 販売店員・営業職従業者など･･･「販売職」
・ 美容師・ホームヘルパーなど･･･「サービス職」

※死亡届にはこのほか、「農業」
　「建設業」「製造業」「不動
　産業」といった産業も併せ
　てご記入ください。

令和２年度に出生・死亡・死産・婚姻・
離婚の届出をされる方へ

結婚新生活を応援します

問合せ　　住民福祉課　☎  3 8 -1112

問合せ　　住民福祉課　☎  3 8 -1112

　出生や死亡、死産があった場合や、婚姻、離婚をされた方にはそれぞれ「出生届」
「死亡届」「死産届」「婚姻届」「離婚届」を市区町村の窓口に提出していただいてい
ます。
　５年に一度、国勢調査の行われる年度には、「人口動態調査」の実施に伴い、職業の
記入もお願いしています。
　届出は厚生労働省が実施している「人口動態調査」として、出生・死亡・死産・婚
姻・離婚の状況が調査され、調査結果は、公衆衛生、労働衛生、社会福祉など各施策の
ための重要な基礎資料として活用されています。
　人口動態調査で使用する情報は、統計法により厳しく守られていますので、安心して
ご記入ください。

　錦町では、新婚世帯の新居の住居費・引っ越し費用を補助します。

✿対象となる世帯　①～⑤をすべて満たす世帯が対象
①令和２年４月１日から令和３年２月２８日までの間に
　婚姻届を提出し受理された世帯
②ご夫婦ともに婚姻日における年齢が３４歳以下の世帯
③直近の所得証明書を基に、夫婦の合計所得金額が
　３４０万円未満である世帯
④申請日において夫婦ともに錦町内に住民票があり、
　対象となる住居も錦町内にある世帯
⑤町税等の滞納がない世帯
✿対象となる費用
【住居費】新居の取得費、新規賃借に要した賃料（１か月分）、
　　　　　敷金、礼金、共益費（１か月分）、仲介手数料
【引っ越し費用】引っ越し業者や運送業者への支払い
　令和２年４月１日から令和３年２月２８日までの間に支払われたもの
✿補助の上限額　１世帯あたり３０万円（住居費と引っ越し費用の合算）
✿申請期限　令和３年３月５日（金）
＊詳しい内容は町のホームページでご確認ください。

体罰の例
①注意をしたが言うことをきかないので、頬をたたく
②いたずらしたので、長時間正座させる
③友達を殴ってけがをさせたので、同じように殴る
④物を盗んだので、お尻をたたく
⑤宿題をしなかったので、夕飯を与えない

暴言や無視する行為などについて
体罰ではありませんが、子どもの成長や発達に悪影
響を及ぼします。冗談でも、「おまえなんか嫌い」

「生まれてこなければよかった」「出て行け」などと
言うことは、子どもの権利を侵害し心を傷つける
行為であり、言ってはいけません。 

　子育てやしつけで悩んでいたら、家族や、一人で抱え込
まずに、誰かに相談しましょう。保育園やこども園、各学
校や、行政の相談機関も活用してください。

問合せ　　地域整備課　管理係　☎  3 8 - 4 418

町営住宅の入居者募集
下記町営住宅の入居
者を募集します。

【募集期間】４月１３日（月）～２４日（金）
【入居日】５月下旬 ※白坂団地のみ随時募集します。

【入居資格等について】
１　原則、同居する親族がいること
２　世帯全員の収入が基準内であること
３　住宅に困窮していること
４　町税などの滞納がないこと
５　入居者が暴力団員でないこと

【申込み方法】
下記の書類を地域整備課に提出してください。
　１　町営住宅入居申込書　→　地域整備課にあります
　２　所得証明書（平成３１年度）かつ　令和元年分の源泉徴収票
　３　納税証明書（平成２９・３０・３１年度分）又は、３年間滞納がないことの証明書
　４　住民票謄本
　※入居決定後、連帯保証人２人の連署する請書等を提出していただきます。

※家賃は所得に応じて決定します　　※風呂釜は個人での取付けになります　　※白坂団地は別途浄化槽料金がかかります
家賃の３カ月分

３ＤＫ、トイレ（水洗）3ＤＫ、トイレ（汲み取り）

白坂団地（８戸）
木上北４６９番地１７（白坂）

14,400円～22,800円程度

昭和５５～５9年度

雨堤第２住宅（２戸）
一武２１８０番地（上忠ヶ原）

12,700円～21,000円程度

昭和52・53年度

住宅名

所在地

家　賃

建築年度

間取り

敷　金

その他

新指杉住宅（２戸）
西３６３番地１１（指杉）

6,800円～10,100円程度

昭和５0年度

２Ｋ、トイレ（汲み取り）

踊場住宅（１戸）
一武２１９６番地２（上忠ヶ原）

5,100円～7,600円程度

昭和47年度

2Ｋ、トイレ（汲み取り）

４月から、児童虐待防止法が改正されます
　令和２年４月１日から、子どもの虐待を未然に防ぐことを目的に、親権者

（両親など）や里親が、子どもに体罰を与えることは法律で禁止されました。

相談機関連絡先
住民福祉課　　　　３８－１１１２
保健センター　　　３８－２０４８
球磨福祉事務所　　２２－１０４０
八代児童相談所　　０９６５－３２－４４２６
２４時間対応専門ダイヤル　１８９

体罰回避のポイント（厚生労働省指針）
①「嫌だ」というのも子どもの気持ちと考え、重要
　でなければそれ以上やり合わない
②大声で怒鳴るより「ここでは歩いてね」などと
　肯定的で、具体的に話す
③「靴をそろえて脱いでいるね」等と具体的にほめ
　ると、子どもに伝わりやすい

問合せ　　住民福祉課　☎ ３８－1112
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体罰の例
①注意をしたが言うことをきかないので、頬をたたく
②いたずらしたので、長時間正座させる
③友達を殴ってけがをさせたので、同じように殴る
④物を盗んだので、お尻をたたく
⑤宿題をしなかったので、夕飯を与えない

暴言や無視する行為などについて
体罰ではありませんが、子どもの成長や発達に悪影
響を及ぼします。冗談でも、「おまえなんか嫌い」

「生まれてこなければよかった」「出て行け」などと
言うことは、子どもの権利を侵害し心を傷つける
行為であり、言ってはいけません。 

　子育てやしつけで悩んでいたら、家族や、一人で抱え込
まずに、誰かに相談しましょう。保育園やこども園、各学
校や、行政の相談機関も活用してください。

問合せ　　地域整備課　管理係　☎  3 8 - 4 418

町営住宅の入居者募集
下記町営住宅の入居
者を募集します。

【募集期間】４月１３日（月）～２４日（金）
【入居日】５月下旬 ※白坂団地のみ随時募集します。

【入居資格等について】
１　原則、同居する親族がいること
２　世帯全員の収入が基準内であること
３　住宅に困窮していること
４　町税などの滞納がないこと
５　入居者が暴力団員でないこと

【申込み方法】
下記の書類を地域整備課に提出してください。
　１　町営住宅入居申込書　→　地域整備課にあります
　２　所得証明書（平成３１年度）かつ　令和元年分の源泉徴収票
　３　納税証明書（平成２９・３０・３１年度分）又は、３年間滞納がないことの証明書
　４　住民票謄本
　※入居決定後、連帯保証人２人の連署する請書等を提出していただきます。

※家賃は所得に応じて決定します　　※風呂釜は個人での取付けになります　　※白坂団地は別途浄化槽料金がかかります
家賃の３カ月分

３ＤＫ、トイレ（水洗）3ＤＫ、トイレ（汲み取り）

白坂団地（８戸）
木上北４６９番地１７（白坂）

14,400円～22,800円程度

昭和５５～５9年度

雨堤第２住宅（２戸）
一武２１８０番地（上忠ヶ原）

12,700円～21,000円程度

昭和52・53年度

住宅名

所在地

家　賃

建築年度

間取り

敷　金

その他

新指杉住宅（２戸）
西３６３番地１１（指杉）

6,800円～10,100円程度

昭和５0年度

２Ｋ、トイレ（汲み取り）

踊場住宅（１戸）
一武２１９６番地２（上忠ヶ原）

5,100円～7,600円程度

昭和47年度

2Ｋ、トイレ（汲み取り）

４月から、児童虐待防止法が改正されます
　令和２年４月１日から、子どもの虐待を未然に防ぐことを目的に、親権者

（両親など）や里親が、子どもに体罰を与えることは法律で禁止されました。

相談機関連絡先
住民福祉課　　　　３８－１１１２
保健センター　　　３８－２０４８
球磨福祉事務所　　２２－１０４０
八代児童相談所　　０９６５－３２－４４２６
２４時間対応専門ダイヤル　１８９

体罰回避のポイント（厚生労働省指針）
①「嫌だ」というのも子どもの気持ちと考え、重要
　でなければそれ以上やり合わない
②大声で怒鳴るより「ここでは歩いてね」などと
　肯定的で、具体的に話す
③「靴をそろえて脱いでいるね」等と具体的にほめ
　ると、子どもに伝わりやすい

問合せ　　住民福祉課　☎ ３８－1112
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

申 =申し込み先 問=問い合わせ先
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5
万

円
の
助
成
を
3
年
間
行
い
ま
す
。

人
工
授
精
：
保
険
適
応
と
な
ら
な

い
人
工
授
精
の
費
用
を
夫
婦
1
組

に
つ
き
5
万
円
を
上
限
に
助
成
し

ま
す
。

　
な
お
、
体
外
授
精
な
ど
の
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
詳
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
3
8
ー
2
0
4
8

農
業
用
ド
ロ
ー
ン

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
資
格
を

取
り
ま
せ
ん
か
？

　
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援
の
一
環
と
し

て
、
病
害
虫
防
除
、
施
肥
及
び
セ
ン

シ
ン
グ
な
ど
を
目
的
に
稼
働
す
る

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

資
格
取
得
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
。
世

帯
及
び
個
人
で
町
税
等
を
滞
納
し

て
い
る
場
合
は
対
象
外
。

【
対
象
と
な
る
事
業
内
容
】

技
能
認
定
の
新
規
取
得
を
目
的
と

す
る
研
修
等
に
係
る
講
座
の
受
講

及
び
認
定
証
の
交
付
に
要
す
る
も

の
。
旅
費
及
び
宿
泊
費
は
補
助
対

象
外
。

【
補
助
率
】

対
象
事
業
に
要
す
る
経
費
の
2
分

1
以
内
。
上
限
15
万
円

問
＝
農
林
振
興
課

☎
3
8
ー
4
9
4
8

春
か
ら
増
え
る
食
中
毒
に

注
意
!!

　
日
ご
と
に
暖
か
く
な
る
こ
れ
か

ら
が
一
年
で
最
も
食
中
毒
が
増
え

る
時
期
で
す
。

【
予
防
ポ
イ
ン
ト
】

○
調
理
や
食
事
前
の
手
洗
い

○
調
理
器
具
や
食
器
の
洗
浄
と
殺

　
菌

○
生
も
の
や
調
理
し
た
食
品
は
早

　
め
に
食
べ
る

○
食
品
は
中
ま
で
火
を
通
す
な
ど

　
も
し
も
「
食
中
毒
に
な
っ
た
か

も
し
れ
な
い
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

問
＝
人
吉
保
健
所

☎
2
2
ー
3
1
0
8

人
吉
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
申
告

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、

贈
与
税
及
び
個
人
事
業
者
の
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
期

限
・
納
付
期
限
に
つ
い
て
、
4
月

16
日
（
木
）
ま
で
延
長
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

や
お
近
く
の
税
務
署
で
発
行
す
る

I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

確
定
申
告
会
場
に
出
向
く
こ
と
な

く
、
ご
自
宅
等
か
ら
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
申
告
（e-T

ax

）
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

必
要
な
事
項
を
入
力
し
て
、

e-T
ax

で
申
告
い
た
だ
け
れ
ば
、

医
療
費
の
領
収
書
や
寄
付
金
の
受

領
証
な
ど
の
書
類
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
な
く
、
大
変
便
利

で
す
。

※
役
場
で
の
所
得
税
申
告
相
談

は
、
3
月
16
日
で
終
了
し
て
い
ま

す
。

　
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

外
国
人
技
能
実
習
制
度
の

ご
案
内

　
外
国
人
の
雇
用
を
検
討
中
、
ま

た
は
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
経

営
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
外
国

人
雇
用
の
基
礎
か
ら
新
在
留
資
格

「
特
定
技
能
」「
外
国
人
技
能
実
習

制
度
」
の
活
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る

モ
ノ
づ
く
り
の
企
業
様
向
け
に
個

別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時
：
5
月
15
日
（
金
）
午

後
1
時
〜
3
時

開
催
場
所
：
錦
町
役
場
3
F
大
会

議
室

入
場
料
：
無
料

講
師
：
公
益
財
団
法
人
　
国
際
人

材
協
力
機
構
（
J
I
T
C
O
）

タ
イ
王
国
　
技
能
実
習
生
送
出
し

機
関
　
大
坪
　
尊

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
質
疑
応

答
、
個
別
相
談
応
じ
ま
す
。

問
＝
企
画
観
光
課

☎
3
8
ー
4
4
1
9

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　
戦
後
75
周
年
に
あ
た
る
令
和
2

年
、
今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁

栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊

い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と

し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る

た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特

別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
令
和
2
年
4
月
1
日
（
基
準

日
）
時
点
で
、
「
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者

等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場

合
、
次
の
順
番
で
、
ご
遺
族
お
一

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

1
．
令
和
2
年
4
月
1
日
ま
で
に

　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

　
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

　
取
得
し
た
方

2
．
戦
没
者
等
の
子

3
．
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③

　
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、生
計

関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

よ
り
、順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

4
． 

1
か
ら
3
以
外
の
戦
没
者
等

　
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪

　
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た（
基
本
的
に
同
一
の
戸
籍

に
入
っ
て
い
た
方
）に
限
り
ま
す
。

※
3
、
4
に
つ
い
て
は
、
戦
没
者

等
の
死
亡
時
に
生
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
、
前
提
と
な
り
ま
す
。

請
求
期
間
：
令
和
2
年
４
月
1
日

か
ら
令
和
5
年
3
月
31
日
（
請
求

期
間
を
過
ぎ
る
と
第
11
回
特
別
弔

慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
）

支
給
内
容
：
額
面
25
万
円
、
5
年

償
還
の
記
名
国
債
（
年
額
5
万

円
）

○
第
1
回
目
償
還
日
：
令
和
3
年

4
月
15
日

以
後
毎
年
4
月
15
日
以
降
、
償
還

先
郵
便
局
等
で
受
け
取
り
が
で
き

ま
す
。

※
償
還
日
が
過
ぎ
た
も
の
は
、ま
と

め
て
お
受
け
取
り
が
で
き
ま
す
。

問・請
求
窓
口
＝
住
民
福
祉
課

☎
3
8
ー
1
1
1
2

ペ
ッ
ト
も
守
ろ
う
！

災
害
対
策

　
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
れ
る
の

は
飼
い
主
だ
け
で
す
。
災
害
が
起

き
て
か
ら
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら

の
心
構
え
や
備
え
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
む
や
み
に
ほ
え
な
い
、
ケ
ー
ジ

に
入
る
な
ど
の
し
つ
け
を
日
常
的

に
し
て
お
く
と
、
避
難
所
へ
一
緒

に
避
難
し
た
際
、
周
囲
へ
の
配
慮

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
迷
子

に
な
っ
た
時
の
た
め
首
輪
や
迷
子

札
を
必
ず
装
着
し
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ

の
駆
除
な
ど
健
康
管
理
を
こ
ま
め

に
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

問
＝
人
吉
保
健
所

☎
2
2
ー
3
1
0
8

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花

が
始
ま
り
、
ミ
ツ
バ
チ
が
訪
花
す

る
時
期
に
な
り
ま
す
。
農
薬
を
散

布
す
る
と
き
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
農

薬
に
よ
る
危
害
が
生
じ
な
い
よ

う
、
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位

置
や
防
除
計
画
な
ど
の
情
報
を
事

前
に
交
換
す
る
と
と
も
に
、
ミ
ツ

バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
＝
球
磨
地
域
振
興
局
　
農
業
普

及
・
振
興
課

☎
2
4
ー
4
1
1
7

2
級
土
木
施
工
管
理
技
士

試
験
対
策
講
座

　
2
級
土
木
施
工
管
理
技
士
（
学

科
・
実
地
）
試
験
対
策
講
座
を
8

月
よ
り
開
講
い
た
し
ま
す
。
受
験

ご
希
望
の
方
は
当
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
：
4
月
1
日
〜
6
月
30

日
（
実
地
の
み
は
7
月
16
日
ま

で
）

実
施
期
間
：
8
月
〜

受
講
料
：
2
万
円
（
実
地
の
み
は

5
千
円
）

　
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
ー
2
4
7
5

高
齢
者
の
た
め
の

無
料
職
業
紹
介

　
ま
だ
ま
だ
元
気
で
働
き
た
い
高

齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
を
高

め
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
長
年

培
っ
た
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
活

か
し
、
就
職
で
き
る
よ
う
、
職
業

相
談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
職

業
紹
介
所
で
す
。

相
談
日
：
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

相
談
時
間
：
午
前
10
時
か
ら
午
後

4
時

相
談
場
所
：
球
磨
地
域
振
興
局
2

階
　
福
祉
課
内

問
＝
熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹

介
所
　
球
磨
相
談
所

☎
2
2
ー
2
6
2
5

パ
ー
ト
タ
イ
ム・有
期
雇
用

労
働
法
が
4
月
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す

　
熊
本
労
働
局
で
は
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
の
特
別
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
事

業
主
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、

有
期
雇
用
労
働
者
の
皆
様
か
ら
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

【
パ
ー
ト
タ
イ
ム・
有
期
雇
用
労
働

法
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

　
者
、
有
期
雇
用
労
働
者
と
の
間

　
で
基
本
給
や
賞
与
、
手
当
な
ど

　
あ
ら
ゆ
る
待
遇
に
つ
い
て
、
不

　
合
理
な
待
遇
差
を
設
け
る
こ
と

　
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

②
待
遇
差
の
内
容
や
理
由
に
つ
い

　
て
説
明
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

　
な
り
ま
す
。

③
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　
紛
争
解
決
援
助
制
度
が
利
用
で

　
き
ま
す
。

※
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
各
種
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

問
＝
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境・均

等
室

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

受
付
時
間
：
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

6
月
1
日
か
ら
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
が
事
業

主
の
義
務
と
な
り
ま
す

　
職
場
に
お
け
る
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」
と
は
、
①
優
越
的
な

関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ

て
、
②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な

範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
、
③

労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
①
〜
③
ま
で
の
要

素
を
全
て
満
た
す
も
の
を
言
い
ま

す
。

※
客
観
的
に
み
て
業
務
上
必
要
か

つ
相
当
な
範
囲
で
行
わ
れ
る
適
正

な
業
務
指
示
や
指
導
に
つ
い
て

は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
事
業
主
は
次
の
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

○
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
の
内

　
容
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
行
っ
て
は
な

　
ら
な
い
旨
の
方
針
の
明
確
化
お

　
よ
び
そ
の
周
知
・
啓
発

○
相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す

　
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

○
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

　
メ
ン
ト
に
係
る
事
後
の
迅
速
か

　
つ
適
切
な
対
応

○
相
談
者
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

　
保
護
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置

　
を
講
じ
る
こ
と
と
そ
の
労
働
者

　
へ
の
周
知
等

　
事
業
主
に
相
談
等
を
し
た
労
働

者
に
対
す
る
不
利
益
取
り
扱
い
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
あ
か
る
い

職
場
応
援
団
」
で
職
場
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

問
＝
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

仕
事
休
も
っ
化
計
画

　
年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与

制
度
と
は
、
年
次
有
給
休
暇
の
付

与
日
数
の
う
ち
5
日
を
除
い
た
残

り
の
日
数
に
つ
い
て
、
労
使
協
定

を
結
べ
ば
、
計
画
的
に
休
暇
取
得

日
を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

　
労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
法

定
の
年
次
有
給
休
暇
付
与
日
数
が

10
日
以
上
の
全
て
の
労
働
者
に
対

し
、
年
5
日
の
年
次
有
給
休
暇
を

確
実
に
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

《
休
も
っ
化
計
画
》

①
仕
事
は
チ
ー
ム
で
行
い
、
チ
ー

　
ム
の
中
で
情
報
共
有
を
図
る
こ

　
と
で
休
み
や
す
い
職
場
環
境
に

　
し
よ
う
。

②
年
次
有
給
休
暇
の
「
計
画
的
付

　
与
制
度
」
を
導
入
し
よ
う
。

③
土
日
・
祝
日
に
プ
ラ
ス
ワ
ン
休

　
暇
し
て
、連
続
休
暇
に
し
よ
う
。

〈
働
き
方
・
休
み
方
改
善
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
〉

https://w
ork-holiday.m

hl-
w
.go.jp/

問
＝
厚
生
労
働
省
雇
用
環
境
・
均

等
局
職
業
生
活
両
立
課
　
働
き

方
・
休
み
方
改
善
係

☎
0
3
ー
5
2
5
3
ー
1
1
1
1

（
内
線
7
9
1
5
）

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集

　
公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
6
コ
ー
ス
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
体
験

を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や
交

流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
お
ひ
と

り
で
ご
参
加
に
な
る
方
が
7
割
以

上
、
は
じ
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る

方
が
多
く
、
全
国
か
ら
参
加
す
る

お
友
達
と
の
出
会
い
も
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
す
。
仲
間
づ
く
り
の
指

導
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

研
修
先
：
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ

パ
ン

内
容
：
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
文
化
交

流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・
地

域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

日
程
：
7
月
25
日
（
土
）
〜
8
月

15
日
（
土
）
の
内
9
〜
19
日
間
※

コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

対
象
：
小
3
〜
高
3
の
方
ま
で
※

コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

参
加
費
：
37
・
8
〜
59
・
8
万
円

締
切
日
：
5
月
27
日
（
水
）
及
び

6
月
5
日
（
金
）
※
コ
ー
ス
に
よ

り
異
な
る

問
＝
公
益
財
団
法
人
　
国
際
青
少

年
研
修
協
会

☎
0
3
ー
6
4
1
7
ー
9
7
2
1

c
0
3
ー
6
4
1
7
ー
9
7
2
4

E-M
A

IL info@
kskk.or.jp

U
R

L http://kskk.or.jp
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

公
金
納
付
に
南
日
本
銀
行
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
令
和
2
年
4
月
か
ら
『
南
日
本

銀
行
』
で
も
、
町
税
、
保
険
料
、
使

用
料
な
ど
の
口
座
振
替
や
窓
口
納

付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

を
ご
希
望
の
場
合
、
事
前
に
錦
町

役
場
又
は
南
日
本
銀
行
に
備
え
付

け
て
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
通
帳
及
び
口
座
届
出
印
を
お

持
ち
の
上
、
い
ず
れ
か
の
窓
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
＝
出
納
室

☎
3
8
ー
1
6
3
3

4
月
か
ら
不
妊
治
療
費
の

助
成
が
始
ま
り
ま
す

一
般
不
妊
治
療
：
排
卵
誘
発
剤
な

ど
の
薬
物
治
療
に
係
る
保
険
適
応

の
自
己
負
担
分
を
年
間
上
限
5
万

円
の
助
成
を
3
年
間
行
い
ま
す
。

人
工
授
精
：
保
険
適
応
と
な
ら
な

い
人
工
授
精
の
費
用
を
夫
婦
1
組

に
つ
き
5
万
円
を
上
限
に
助
成
し

ま
す
。

　
な
お
、
体
外
授
精
な
ど
の
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
詳
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
3
8
ー
2
0
4
8

農
業
用
ド
ロ
ー
ン

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
資
格
を

取
り
ま
せ
ん
か
？

　
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援
の
一
環
と
し

て
、
病
害
虫
防
除
、
施
肥
及
び
セ
ン

シ
ン
グ
な
ど
を
目
的
に
稼
働
す
る

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

資
格
取
得
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
。
世

帯
及
び
個
人
で
町
税
等
を
滞
納
し

て
い
る
場
合
は
対
象
外
。

【
対
象
と
な
る
事
業
内
容
】

技
能
認
定
の
新
規
取
得
を
目
的
と

す
る
研
修
等
に
係
る
講
座
の
受
講

及
び
認
定
証
の
交
付
に
要
す
る
も

の
。
旅
費
及
び
宿
泊
費
は
補
助
対

象
外
。

【
補
助
率
】

対
象
事
業
に
要
す
る
経
費
の
2
分

1
以
内
。
上
限
15
万
円

問
＝
農
林
振
興
課

☎
3
8
ー
4
9
4
8

春
か
ら
増
え
る
食
中
毒
に

注
意
!!

　
日
ご
と
に
暖
か
く
な
る
こ
れ
か

ら
が
一
年
で
最
も
食
中
毒
が
増
え

る
時
期
で
す
。

【
予
防
ポ
イ
ン
ト
】

○
調
理
や
食
事
前
の
手
洗
い

○
調
理
器
具
や
食
器
の
洗
浄
と
殺

　
菌

○
生
も
の
や
調
理
し
た
食
品
は
早

　
め
に
食
べ
る

○
食
品
は
中
ま
で
火
を
通
す
な
ど

　
も
し
も
「
食
中
毒
に
な
っ
た
か

も
し
れ
な
い
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

問
＝
人
吉
保
健
所

☎
2
2
ー
3
1
0
8

人
吉
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
申
告

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、

贈
与
税
及
び
個
人
事
業
者
の
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
期

限
・
納
付
期
限
に
つ
い
て
、
4
月

16
日
（
木
）
ま
で
延
長
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

や
お
近
く
の
税
務
署
で
発
行
す
る

I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

確
定
申
告
会
場
に
出
向
く
こ
と
な

く
、
ご
自
宅
等
か
ら
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
申
告
（e-T

ax

）
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

必
要
な
事
項
を
入
力
し
て
、

e-T
ax

で
申
告
い
た
だ
け
れ
ば
、

医
療
費
の
領
収
書
や
寄
付
金
の
受

領
証
な
ど
の
書
類
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
な
く
、
大
変
便
利

で
す
。

※
役
場
で
の
所
得
税
申
告
相
談

は
、
3
月
16
日
で
終
了
し
て
い
ま

す
。

　
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

外
国
人
技
能
実
習
制
度
の

ご
案
内

　
外
国
人
の
雇
用
を
検
討
中
、
ま

た
は
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
経

営
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
外
国

人
雇
用
の
基
礎
か
ら
新
在
留
資
格

「
特
定
技
能
」「
外
国
人
技
能
実
習

制
度
」
の
活
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る

モ
ノ
づ
く
り
の
企
業
様
向
け
に
個

別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時
：
5
月
15
日
（
金
）
午

後
1
時
〜
3
時

開
催
場
所
：
錦
町
役
場
3
F
大
会

議
室

入
場
料
：
無
料

講
師
：
公
益
財
団
法
人
　
国
際
人

材
協
力
機
構
（
J
I
T
C
O
）

タ
イ
王
国
　
技
能
実
習
生
送
出
し

機
関
　
大
坪
　
尊

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
質
疑
応

答
、
個
別
相
談
応
じ
ま
す
。

問
＝
企
画
観
光
課

☎
3
8
ー
4
4
1
9

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　
戦
後
75
周
年
に
あ
た
る
令
和
2

年
、
今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁

栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊

い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と

し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る

た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特

別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
令
和
2
年
4
月
1
日
（
基
準

日
）
時
点
で
、
「
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者

等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場

合
、
次
の
順
番
で
、
ご
遺
族
お
一

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

1
．
令
和
2
年
4
月
1
日
ま
で
に

　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

　
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

　
取
得
し
た
方

2
．
戦
没
者
等
の
子

3
．
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③

　
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、生
計

関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

よ
り
、順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

4
． 

1
か
ら
3
以
外
の
戦
没
者
等

　
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪

　
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た（
基
本
的
に
同
一
の
戸
籍

に
入
っ
て
い
た
方
）に
限
り
ま
す
。

※
3
、
4
に
つ
い
て
は
、
戦
没
者

等
の
死
亡
時
に
生
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
、
前
提
と
な
り
ま
す
。

請
求
期
間
：
令
和
2
年
４
月
1
日

か
ら
令
和
5
年
3
月
31
日
（
請
求

期
間
を
過
ぎ
る
と
第
11
回
特
別
弔

慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
）

支
給
内
容
：
額
面
25
万
円
、
5
年

償
還
の
記
名
国
債
（
年
額
5
万

円
）

○
第
1
回
目
償
還
日
：
令
和
3
年

4
月
15
日

以
後
毎
年
4
月
15
日
以
降
、
償
還

先
郵
便
局
等
で
受
け
取
り
が
で
き

ま
す
。

※
償
還
日
が
過
ぎ
た
も
の
は
、ま
と

め
て
お
受
け
取
り
が
で
き
ま
す
。

問・請
求
窓
口
＝
住
民
福
祉
課

☎
3
8
ー
1
1
1
2

ペ
ッ
ト
も
守
ろ
う
！

災
害
対
策

　
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
れ
る
の

は
飼
い
主
だ
け
で
す
。
災
害
が
起

き
て
か
ら
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら

の
心
構
え
や
備
え
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
む
や
み
に
ほ
え
な
い
、
ケ
ー
ジ

に
入
る
な
ど
の
し
つ
け
を
日
常
的

に
し
て
お
く
と
、
避
難
所
へ
一
緒

に
避
難
し
た
際
、
周
囲
へ
の
配
慮

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
迷
子

に
な
っ
た
時
の
た
め
首
輪
や
迷
子

札
を
必
ず
装
着
し
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ

の
駆
除
な
ど
健
康
管
理
を
こ
ま
め

に
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

問
＝
人
吉
保
健
所

☎
2
2
ー
3
1
0
8

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花

が
始
ま
り
、
ミ
ツ
バ
チ
が
訪
花
す

る
時
期
に
な
り
ま
す
。
農
薬
を
散

布
す
る
と
き
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
農

薬
に
よ
る
危
害
が
生
じ
な
い
よ

う
、
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位

置
や
防
除
計
画
な
ど
の
情
報
を
事

前
に
交
換
す
る
と
と
も
に
、
ミ
ツ

バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
＝
球
磨
地
域
振
興
局
　
農
業
普

及
・
振
興
課

☎
2
4
ー
4
1
1
7

2
級
土
木
施
工
管
理
技
士

試
験
対
策
講
座

　
2
級
土
木
施
工
管
理
技
士
（
学

科
・
実
地
）
試
験
対
策
講
座
を
8

月
よ
り
開
講
い
た
し
ま
す
。
受
験

ご
希
望
の
方
は
当
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
：
4
月
1
日
〜
6
月
30

日
（
実
地
の
み
は
7
月
16
日
ま

で
）

実
施
期
間
：
8
月
〜

受
講
料
：
2
万
円
（
実
地
の
み
は

5
千
円
）

　
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
ー
2
4
7
5

高
齢
者
の
た
め
の

無
料
職
業
紹
介

　
ま
だ
ま
だ
元
気
で
働
き
た
い
高

齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
を
高

め
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
長
年

培
っ
た
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
活

か
し
、
就
職
で
き
る
よ
う
、
職
業

相
談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
職

業
紹
介
所
で
す
。

相
談
日
：
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

相
談
時
間
：
午
前
10
時
か
ら
午
後

4
時

相
談
場
所
：
球
磨
地
域
振
興
局
2

階
　
福
祉
課
内

問
＝
熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹

介
所
　
球
磨
相
談
所

☎
2
2
ー
2
6
2
5

パ
ー
ト
タ
イ
ム・有
期
雇
用

労
働
法
が
4
月
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す

　
熊
本
労
働
局
で
は
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
の
特
別
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
事

業
主
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、

有
期
雇
用
労
働
者
の
皆
様
か
ら
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

【
パ
ー
ト
タ
イ
ム・
有
期
雇
用
労
働

法
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

　
者
、
有
期
雇
用
労
働
者
と
の
間

　
で
基
本
給
や
賞
与
、
手
当
な
ど

　
あ
ら
ゆ
る
待
遇
に
つ
い
て
、
不

　
合
理
な
待
遇
差
を
設
け
る
こ
と

　
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

②
待
遇
差
の
内
容
や
理
由
に
つ
い

　
て
説
明
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

　
な
り
ま
す
。

③
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　
紛
争
解
決
援
助
制
度
が
利
用
で

　
き
ま
す
。

※
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
各
種
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

問
＝
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境・均

等
室

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

受
付
時
間
：
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

6
月
1
日
か
ら
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
が
事
業

主
の
義
務
と
な
り
ま
す

　
職
場
に
お
け
る
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」
と
は
、
①
優
越
的
な

関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ

て
、
②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な

範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
、
③

労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
①
〜
③
ま
で
の
要

素
を
全
て
満
た
す
も
の
を
言
い
ま

す
。

※
客
観
的
に
み
て
業
務
上
必
要
か

つ
相
当
な
範
囲
で
行
わ
れ
る
適
正

な
業
務
指
示
や
指
導
に
つ
い
て

は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
事
業
主
は
次
の
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

○
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
の
内

　
容
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
行
っ
て
は
な

　
ら
な
い
旨
の
方
針
の
明
確
化
お

　
よ
び
そ
の
周
知
・
啓
発

○
相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す

　
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

○
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

　
メ
ン
ト
に
係
る
事
後
の
迅
速
か

　
つ
適
切
な
対
応

○
相
談
者
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

　
保
護
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置

　
を
講
じ
る
こ
と
と
そ
の
労
働
者

　
へ
の
周
知
等

　
事
業
主
に
相
談
等
を
し
た
労
働

者
に
対
す
る
不
利
益
取
り
扱
い
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
あ
か
る
い

職
場
応
援
団
」
で
職
場
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

問
＝
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

仕
事
休
も
っ
化
計
画

　
年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与

制
度
と
は
、
年
次
有
給
休
暇
の
付

与
日
数
の
う
ち
5
日
を
除
い
た
残

り
の
日
数
に
つ
い
て
、
労
使
協
定

を
結
べ
ば
、
計
画
的
に
休
暇
取
得

日
を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

　
労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
法

定
の
年
次
有
給
休
暇
付
与
日
数
が

10
日
以
上
の
全
て
の
労
働
者
に
対

し
、
年
5
日
の
年
次
有
給
休
暇
を

確
実
に
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

《
休
も
っ
化
計
画
》

①
仕
事
は
チ
ー
ム
で
行
い
、
チ
ー

　
ム
の
中
で
情
報
共
有
を
図
る
こ

　
と
で
休
み
や
す
い
職
場
環
境
に

　
し
よ
う
。

②
年
次
有
給
休
暇
の
「
計
画
的
付

　
与
制
度
」
を
導
入
し
よ
う
。

③
土
日
・
祝
日
に
プ
ラ
ス
ワ
ン
休

　
暇
し
て
、連
続
休
暇
に
し
よ
う
。

〈
働
き
方
・
休
み
方
改
善
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
〉

https://w
ork-holiday.m

hl-
w
.go.jp/

問
＝
厚
生
労
働
省
雇
用
環
境
・
均

等
局
職
業
生
活
両
立
課
　
働
き

方
・
休
み
方
改
善
係

☎
0
3
ー
5
2
5
3
ー
1
1
1
1

（
内
線
7
9
1
5
）

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集

　
公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
6
コ
ー
ス
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
体
験

を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や
交

流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
お
ひ
と

り
で
ご
参
加
に
な
る
方
が
7
割
以

上
、
は
じ
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る

方
が
多
く
、
全
国
か
ら
参
加
す
る

お
友
達
と
の
出
会
い
も
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
す
。
仲
間
づ
く
り
の
指

導
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

研
修
先
：
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ

パ
ン

内
容
：
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
文
化
交

流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・
地

域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

日
程
：
7
月
25
日
（
土
）
〜
8
月

15
日
（
土
）
の
内
9
〜
19
日
間
※

コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

対
象
：
小
3
〜
高
3
の
方
ま
で
※

コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

参
加
費
：
37
・
8
〜
59
・
8
万
円

締
切
日
：
5
月
27
日
（
水
）
及
び

6
月
5
日
（
金
）
※
コ
ー
ス
に
よ

り
異
な
る

問
＝
公
益
財
団
法
人
　
国
際
青
少

年
研
修
協
会

☎
0
3
ー
6
4
1
7
ー
9
7
2
1

c
0
3
ー
6
4
1
7
ー
9
7
2
4

E-M
A

IL info@
kskk.or.jp

U
R
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募

　集

公
金
納
付
に
南
日
本
銀
行
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
令
和
2
年
4
月
か
ら
『
南
日
本

銀
行
』
で
も
、
町
税
、
保
険
料
、
使

用
料
な
ど
の
口
座
振
替
や
窓
口
納

付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

を
ご
希
望
の
場
合
、
事
前
に
錦
町

役
場
又
は
南
日
本
銀
行
に
備
え
付

け
て
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
通
帳
及
び
口
座
届
出
印
を
お

持
ち
の
上
、
い
ず
れ
か
の
窓
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
＝
出
納
室

☎
3
8
ー
1
6
3
3

4
月
か
ら
不
妊
治
療
費
の

助
成
が
始
ま
り
ま
す

一
般
不
妊
治
療
：
排
卵
誘
発
剤
な

ど
の
薬
物
治
療
に
係
る
保
険
適
応

の
自
己
負
担
分
を
年
間
上
限
5
万

円
の
助
成
を
3
年
間
行
い
ま
す
。

人
工
授
精
：
保
険
適
応
と
な
ら
な

い
人
工
授
精
の
費
用
を
夫
婦
1
組

に
つ
き
5
万
円
を
上
限
に
助
成
し

ま
す
。

　
な
お
、
体
外
授
精
な
ど
の
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
詳
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
3
8
ー
2
0
4
8

農
業
用
ド
ロ
ー
ン

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
資
格
を

取
り
ま
せ
ん
か
？

　
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援
の
一
環
と
し

て
、
病
害
虫
防
除
、
施
肥
及
び
セ
ン

シ
ン
グ
な
ど
を
目
的
に
稼
働
す
る

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

資
格
取
得
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
。
世

帯
及
び
個
人
で
町
税
等
を
滞
納
し

て
い
る
場
合
は
対
象
外
。

【
対
象
と
な
る
事
業
内
容
】

技
能
認
定
の
新
規
取
得
を
目
的
と

す
る
研
修
等
に
係
る
講
座
の
受
講

及
び
認
定
証
の
交
付
に
要
す
る
も

の
。
旅
費
及
び
宿
泊
費
は
補
助
対

象
外
。

【
補
助
率
】

対
象
事
業
に
要
す
る
経
費
の
2
分

1
以
内
。
上
限
15
万
円

問
＝
農
林
振
興
課

☎
3
8
ー
4
9
4
8

春
か
ら
増
え
る
食
中
毒
に

注
意
!!

　
日
ご
と
に
暖
か
く
な
る
こ
れ
か

ら
が
一
年
で
最
も
食
中
毒
が
増
え

る
時
期
で
す
。

【
予
防
ポ
イ
ン
ト
】

○
調
理
や
食
事
前
の
手
洗
い

○
調
理
器
具
や
食
器
の
洗
浄
と
殺

　
菌

○
生
も
の
や
調
理
し
た
食
品
は
早

　
め
に
食
べ
る

○
食
品
は
中
ま
で
火
を
通
す
な
ど

　
も
し
も
「
食
中
毒
に
な
っ
た
か

も
し
れ
な
い
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

問
＝
人
吉
保
健
所

☎
2
2
ー
3
1
0
8

人
吉
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
申
告

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、

贈
与
税
及
び
個
人
事
業
者
の
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
期

限
・
納
付
期
限
に
つ
い
て
、
4
月

16
日
（
木
）
ま
で
延
長
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

や
お
近
く
の
税
務
署
で
発
行
す
る

I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

確
定
申
告
会
場
に
出
向
く
こ
と
な

く
、
ご
自
宅
等
か
ら
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
申
告
（e-T

ax

）
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

必
要
な
事
項
を
入
力
し
て
、

e-T
ax

で
申
告
い
た
だ
け
れ
ば
、

医
療
費
の
領
収
書
や
寄
付
金
の
受

領
証
な
ど
の
書
類
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
な
く
、
大
変
便
利

で
す
。

※
役
場
で
の
所
得
税
申
告
相
談

は
、
3
月
16
日
で
終
了
し
て
い
ま

す
。

　
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
人
吉
税
務
署

☎
2
3
ー
2
3
1
1

※
自
動
音
声
案
内

外
国
人
技
能
実
習
制
度
の

ご
案
内

　
外
国
人
の
雇
用
を
検
討
中
、
ま

た
は
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
経

営
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
外
国

人
雇
用
の
基
礎
か
ら
新
在
留
資
格

「
特
定
技
能
」「
外
国
人
技
能
実
習

制
度
」
の
活
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る

モ
ノ
づ
く
り
の
企
業
様
向
け
に
個

別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時
：
5
月
15
日
（
金
）
午

後
1
時
〜
3
時

開
催
場
所
：
錦
町
役
場
3
F
大
会

議
室

入
場
料
：
無
料

講
師
：
公
益
財
団
法
人
　
国
際
人

材
協
力
機
構
（
J
I
T
C
O
）

タ
イ
王
国
　
技
能
実
習
生
送
出
し

機
関
　
大
坪
　
尊

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
質
疑
応

答
、
個
別
相
談
応
じ
ま
す
。

問
＝
企
画
観
光
課

☎
3
8
ー
4
4
1
9

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　
戦
後
75
周
年
に
あ
た
る
令
和
2

年
、
今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁

栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊

い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と

し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る

た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特

別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
令
和
2
年
4
月
1
日
（
基
準

日
）
時
点
で
、
「
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者

等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場

合
、
次
の
順
番
で
、
ご
遺
族
お
一

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

1
．
令
和
2
年
4
月
1
日
ま
で
に

　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

　
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

　
取
得
し
た
方

2
．
戦
没
者
等
の
子

3
．
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③

　
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、生
計

関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

よ
り
、順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

4
． 

1
か
ら
3
以
外
の
戦
没
者
等

　
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪

　
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た（
基
本
的
に
同
一
の
戸
籍

に
入
っ
て
い
た
方
）に
限
り
ま
す
。

※
3
、
4
に
つ
い
て
は
、
戦
没
者

等
の
死
亡
時
に
生
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
、
前
提
と
な
り
ま
す
。

請
求
期
間
：
令
和
2
年
４
月
1
日

か
ら
令
和
5
年
3
月
31
日
（
請
求

期
間
を
過
ぎ
る
と
第
11
回
特
別
弔

慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
）

支
給
内
容
：
額
面
25
万
円
、
5
年

償
還
の
記
名
国
債
（
年
額
5
万

円
）

○
第
1
回
目
償
還
日
：
令
和
3
年

4
月
15
日

以
後
毎
年
4
月
15
日
以
降
、
償
還

先
郵
便
局
等
で
受
け
取
り
が
で
き

ま
す
。

※
償
還
日
が
過
ぎ
た
も
の
は
、ま
と

め
て
お
受
け
取
り
が
で
き
ま
す
。

問・請
求
窓
口
＝
住
民
福
祉
課

☎
3
8
ー
1
1
1
2

ペ
ッ
ト
も
守
ろ
う
！

災
害
対
策

　
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
れ
る
の

は
飼
い
主
だ
け
で
す
。
災
害
が
起

き
て
か
ら
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら

の
心
構
え
や
備
え
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
む
や
み
に
ほ
え
な
い
、
ケ
ー
ジ

に
入
る
な
ど
の
し
つ
け
を
日
常
的

に
し
て
お
く
と
、
避
難
所
へ
一
緒

に
避
難
し
た
際
、
周
囲
へ
の
配
慮

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
迷
子

に
な
っ
た
時
の
た
め
首
輪
や
迷
子

札
を
必
ず
装
着
し
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ

の
駆
除
な
ど
健
康
管
理
を
こ
ま
め

に
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

問
＝
人
吉
保
健
所

☎
2
2
ー
3
1
0
8

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花

が
始
ま
り
、
ミ
ツ
バ
チ
が
訪
花
す

る
時
期
に
な
り
ま
す
。
農
薬
を
散

布
す
る
と
き
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
農

薬
に
よ
る
危
害
が
生
じ
な
い
よ

う
、
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位

置
や
防
除
計
画
な
ど
の
情
報
を
事

前
に
交
換
す
る
と
と
も
に
、
ミ
ツ

バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
＝
球
磨
地
域
振
興
局
　
農
業
普

及
・
振
興
課

☎
2
4
ー
4
1
1
7

2
級
土
木
施
工
管
理
技
士

試
験
対
策
講
座

　
2
級
土
木
施
工
管
理
技
士
（
学

科
・
実
地
）
試
験
対
策
講
座
を
8

月
よ
り
開
講
い
た
し
ま
す
。
受
験

ご
希
望
の
方
は
当
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
：
4
月
1
日
〜
6
月
30

日
（
実
地
の
み
は
7
月
16
日
ま

で
）

実
施
期
間
：
8
月
〜

受
講
料
：
2
万
円
（
実
地
の
み
は

5
千
円
）

　
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
ー
2
4
7
5

高
齢
者
の
た
め
の

無
料
職
業
紹
介

　
ま
だ
ま
だ
元
気
で
働
き
た
い
高

齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
を
高

め
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
長
年

培
っ
た
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
活

か
し
、
就
職
で
き
る
よ
う
、
職
業

相
談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
職

業
紹
介
所
で
す
。

相
談
日
：
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

相
談
時
間
：
午
前
10
時
か
ら
午
後

4
時

相
談
場
所
：
球
磨
地
域
振
興
局
2

階
　
福
祉
課
内

問
＝
熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹

介
所
　
球
磨
相
談
所

☎
2
2
ー
2
6
2
5

パ
ー
ト
タ
イ
ム・有
期
雇
用

労
働
法
が
4
月
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す

　
熊
本
労
働
局
で
は
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
の
特
別
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
事

業
主
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、

有
期
雇
用
労
働
者
の
皆
様
か
ら
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

【
パ
ー
ト
タ
イ
ム・
有
期
雇
用
労
働

法
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

　
者
、
有
期
雇
用
労
働
者
と
の
間

　
で
基
本
給
や
賞
与
、
手
当
な
ど

　
あ
ら
ゆ
る
待
遇
に
つ
い
て
、
不

　
合
理
な
待
遇
差
を
設
け
る
こ
と

　
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

②
待
遇
差
の
内
容
や
理
由
に
つ
い

　
て
説
明
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

　
な
り
ま
す
。

③
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　
紛
争
解
決
援
助
制
度
が
利
用
で

　
き
ま
す
。

※
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
各
種
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

問
＝
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境・均

等
室

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

受
付
時
間
：
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

6
月
1
日
か
ら
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
が
事
業

主
の
義
務
と
な
り
ま
す

　
職
場
に
お
け
る
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」
と
は
、
①
優
越
的
な

関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ

て
、
②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な

範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
、
③

労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
①
〜
③
ま
で
の
要

素
を
全
て
満
た
す
も
の
を
言
い
ま

す
。

※
客
観
的
に
み
て
業
務
上
必
要
か

つ
相
当
な
範
囲
で
行
わ
れ
る
適
正

な
業
務
指
示
や
指
導
に
つ
い
て

は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
事
業
主
は
次
の
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

○
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
の
内

　
容
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
行
っ
て
は
な

　
ら
な
い
旨
の
方
針
の
明
確
化
お

　
よ
び
そ
の
周
知
・
啓
発

○
相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す

　
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

○
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

　
メ
ン
ト
に
係
る
事
後
の
迅
速
か

　
つ
適
切
な
対
応

○
相
談
者
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

　
保
護
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置

　
を
講
じ
る
こ
と
と
そ
の
労
働
者

　
へ
の
周
知
等

　
事
業
主
に
相
談
等
を
し
た
労
働

者
に
対
す
る
不
利
益
取
り
扱
い
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
あ
か
る
い

職
場
応
援
団
」
で
職
場
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

問
＝
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

仕
事
休
も
っ
化
計
画

　
年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与

制
度
と
は
、
年
次
有
給
休
暇
の
付

与
日
数
の
う
ち
5
日
を
除
い
た
残

り
の
日
数
に
つ
い
て
、
労
使
協
定

を
結
べ
ば
、
計
画
的
に
休
暇
取
得

日
を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

　
労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
法

定
の
年
次
有
給
休
暇
付
与
日
数
が

10
日
以
上
の
全
て
の
労
働
者
に
対

し
、
年
5
日
の
年
次
有
給
休
暇
を

確
実
に
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

《
休
も
っ
化
計
画
》

①
仕
事
は
チ
ー
ム
で
行
い
、
チ
ー

　
ム
の
中
で
情
報
共
有
を
図
る
こ

　
と
で
休
み
や
す
い
職
場
環
境
に

　
し
よ
う
。

②
年
次
有
給
休
暇
の
「
計
画
的
付

　
与
制
度
」
を
導
入
し
よ
う
。

③
土
日
・
祝
日
に
プ
ラ
ス
ワ
ン
休

　
暇
し
て
、連
続
休
暇
に
し
よ
う
。

〈
働
き
方
・
休
み
方
改
善
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
〉

https://w
ork-holiday.m

hl-
w
.go.jp/

問
＝
厚
生
労
働
省
雇
用
環
境
・
均

等
局
職
業
生
活
両
立
課
　
働
き

方
・
休
み
方
改
善
係

☎
0
3
ー
5
2
5
3
ー
1
1
1
1

（
内
線
7
9
1
5
）

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集

　
公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
6
コ
ー
ス
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
体
験

を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や
交

流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
お
ひ
と

り
で
ご
参
加
に
な
る
方
が
7
割
以

上
、
は
じ
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る

方
が
多
く
、
全
国
か
ら
参
加
す
る

お
友
達
と
の
出
会
い
も
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
す
。
仲
間
づ
く
り
の
指

導
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

研
修
先
：
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ

パ
ン

内
容
：
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
文
化
交

流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・
地

域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

日
程
：
7
月
25
日
（
土
）
〜
8
月

15
日
（
土
）
の
内
9
〜
19
日
間
※

コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

対
象
：
小
3
〜
高
3
の
方
ま
で
※

コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

参
加
費
：
37
・
8
〜
59
・
8
万
円

締
切
日
：
5
月
27
日
（
水
）
及
び

6
月
5
日
（
金
）
※
コ
ー
ス
に
よ

り
異
な
る

問
＝
公
益
財
団
法
人
　
国
際
青
少

年
研
修
協
会

☎
0
3
ー
6
4
1
7
ー
9
7
2
1

c
0
3
ー
6
4
1
7
ー
9
7
2
4

E-M
A

IL info@
kskk.or.jp

U
R

L http://kskk.or.jp

　　　　　

申 =申し込み先 問=問い合わせ先申 =申し込み先 問=問い合わせ先
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第１木曜日
大正公民館

10：15～10：35

木揚公民館
10：45～11：05

今山集落センター
11：15：～11：35

松里公民館
11：45～12：05

第２火曜日
中原公民館

10：15～10：35

目郎集落センター
10：50～11：10

平川公民館
11：20～11：40

木上コミセン
11：50～12：10

第３水曜日
野間ふれあいセンター
10：15～10：35

山下集落センター
10：45～11：05

上十日市公民館
11：15～11：35

クレヨンの森
11：45～12：15

　新しく巡回場所として、中原、目
郎、十日市が加わりました！つくし
いばら号には、料理、園芸、裁縫、
DIY、育児書、図鑑、健康の本な
ど、たくさんの本を乗せています。
絵本や児童書もたくさんあります。
初めて移動図書館車を利用される方
も、その場でカードの申込みをして
借りることができます。日本むかし
ばなしの音楽と共に、みなさんのお
越しをお待ちしています！

錦町図書館または移動図書館
車でお借りいただいた本は、
木上コミュニティーセンター・
西コミュニティーセンターに
設置してあるブックポストへ
の返却も可能ですので、
お気軽にご利用
ください。

錦町図書館だより

図
書
館
か
ら
の

　
お
知
ら
せ

新 刊 おすすめの本
           　一般書書名  　　　　 　著　者          児童書書名               　　     著　者

縁 
忠義と裏切りの作法 
認知症になってもひとりで暮らせる 
大人になる前に知る性のこと 
ほうじ茶のお菓子 
パパ離乳食はじめます。 
著作権フリーの作って売れるかわいい布こもの

小野寺史宜
小和田哲男

加納尚美
本間節子
本田よう

かべのすきま 
科学探偵ｖｓ. 学校の七不思議 
食虫植物のわな 
数の悪魔 
世界のトイレ 
忍者になるおもちゃ図鑑 
小学生になったら図鑑 

中西翠
佐東みどり
木谷美咲
エンツェンスベルガー
ＥＲＩＫＯ
木村研
長谷川康男

一般書 児童書

わが殿　上・下
畠中  恵
文藝春秋

戦場の秘密の
図書館
マイク・トムソン
文溪堂

幕末期、ほとんどの藩が財政赤字に喘ぐ中、
大野藩も例外ではなかった。   
信長に勝るとも劣らない才気を放つ藩主の土
井利忠は、様々な藩政改革を断行し、多額の
借金を抱える藩財政を立て直そうとする。そん
な「わが殿」に惚れ込んだ七郎右衛門は、無理
難題を一手に引き受け、大野藩の再生に奔走
する。

「本は雨のようにすべての人にふりそそぐ」 
シリア内戦下の町ダラヤ。政府軍により完全封
鎖され、日常的に空爆される中、人々は「本」を 
糧に絶望的な状況を生き抜いた。  
本を読むことの大切さを考えさせる、感動ノン
フィクション。 

錦町図書館　☎３８-３４２０
開 館 時 間　午前10時～午後６時まで
休　館　日　毎月第１水曜日
　　　　　　年末年始　12月29日～1月3日

令和２年度移動図書つくしいばら号巡回予定

休館日のお知らせ
令和２年度から、毎月第１水曜日が休館となります。

皆様のご理解とご協力をお願いします。
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錦町子育て支援センター
からのお知らせ

錦町子育て支援センターは、楽しみながら子育てができるよう
に、親子の交流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に
開設しています。どうぞ、お気軽にお越しください。

※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に
　電話での連絡をお願い致します。

※子育てサークルの活動の様子は、錦町のホームページからもご覧になれます。

※ご利用の際は、保護者の方も動きやすい服装でお越しください。

　☎3 8 -2 0 4 8（錦町保健センター内）

ももくらぶ
赤ちゃんくらぶ

（一人で歩けるようになったら。） はいはいコース
（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース
（生後1ヶ月から）

・身体測定
・季節の行事
・運動あそび
・親子制作あそび
・クッキング

・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、乳幼児のおもちゃ・
　おんぶもっこ　などを作ることができます。

・身体のコンディショニング教室　（講師は月事に変わります）
　（毎月第 3水曜日・・・8月・１月を除く）
・ベビーマッサージ　　（偶数月の第 2水曜日・・・要予約）
・貸し出し絵本と読み聞かせの会　（毎月第 2水曜日）
・元気な身体を作る料理教室（年４回予定）

月 火 水 木 金
対 象 内 　 容

8日

9日

13日

16日

22日

27日

ベビーマッサージ

貸し出し絵本と
読み聞かせの会
身体測定

親子あそび
身体測定・茶話会

ベビーコンディショ
ニング（赤ちゃんの
発達・発育を促す運動）

親子あそび
はじめましての会

親子あそび
身体測定

全

もも
はいはい

ねんね

ねんね

要予約

全

事業案内

　 　 1 2 3  

6 7 8 9 10

13 14 15 16 17  

20 21 22 23 24

27 28 29 30

広場

広場

広場

広場

広場

広場

広場

昭和の日

広場 広場

広場

広場

● 4 月の子育て支援センター ●

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　
ベビーマッサージ
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　広場
午後　×

午前　広場
午後　×

午前　サークル
午後　広場

子育てサークル 活動日の　10：00 ～ 12：00

子育て広場 開設日：月曜日～金曜日　（10：00～16：00）

　婚活コーナー

出張年金相談予約制のご案内
【令和2年4月開催予定】

毎週月曜日 　　　　　　　　　第 2・4 水曜日　　　　　 第 1・3 水曜日 

【相談時間】９：００～１７：００　　※１２：００～１３：００の時間帯は除く

人吉市東西コミュニティセンター 錦町総合福祉センター    　多良木町役場

6日・13日・20日・27日  　8日・22日　　　　   1日・15日

ご予約の方法
◎八代年金事務所出張相談予約担当　☎：０９６５－３５－６１２３
　受付時間：（平日）午前９時～午後５時（第２土曜日）午前９時３０分～午後４時
　※ご予約の際には、ご相談者様と配偶者の方の基礎年金番号がわかるものをご準備のうえ
　　開催日の３日前までにお電話ください
　出張年金相談は八代年金事務所が熊本県社会保険労務士会へ業務委託をして行うものです。

※直接、年金事務所で年金の相談等をされる際にも予約が必要になります。
　予約なしの場合には、予約者優先のため待ち時間が長くなります。
八代年金事務所 お客様相談室 予約受付電話（０９６５）-３５-６１２３　自動音声後、①→②を押してください。

「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」
「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」
「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」 そんなあなたへそんなあなたへそんなあなたへ

☆錦町外問わず新規会員、随時募集中！☆

✿　新規会員登録と面談　2人
✿　１対1お見合い希望者の面談　1人
✿　１対1お見合い　1組　

✿　結婚に関するご相談
✿　新規会員登録希望者の面談　
✿　１対1お見合い希望者の面談
✿　１対１お見合い　※事前に相談員との面談が必要です。

◆今後の予定◆

◆2月の報告◆

◇相談員専用メールアドレス
　nishiki-konnkatsu@ezweb.ne.jp
◇錦町役場 住民福祉課 住民係　☎ ０９６６－３８－１１１２ 

◉ご相談や会員登録のお申し込み等、お気軽にお問い合わせください。
新型コロナウイルス感染
拡大防止の為、当面イベ
ントは開催を中止させて
いただいております。
ご了承ください。
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錦町子育て支援センター
からのお知らせ

錦町子育て支援センターは、楽しみながら子育てができるよう
に、親子の交流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に
開設しています。どうぞ、お気軽にお越しください。

※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に
　電話での連絡をお願い致します。

※子育てサークルの活動の様子は、錦町のホームページからもご覧になれます。

※ご利用の際は、保護者の方も動きやすい服装でお越しください。

　☎3 8 -2 0 4 8（錦町保健センター内）

ももくらぶ
赤ちゃんくらぶ

（一人で歩けるようになったら。） はいはいコース
（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース
（生後1ヶ月から）

・身体測定
・季節の行事
・運動あそび
・親子制作あそび
・クッキング

・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、乳幼児のおもちゃ・
　おんぶもっこ　などを作ることができます。

・身体のコンディショニング教室　（講師は月事に変わります）
　（毎月第 3水曜日・・・8月・１月を除く）
・ベビーマッサージ　　（偶数月の第 2水曜日・・・要予約）
・貸し出し絵本と読み聞かせの会　（毎月第 2水曜日）
・元気な身体を作る料理教室（年４回予定）

月 火 水 木 金
対 象 内 　 容

8日

9日

13日

16日

22日

27日

ベビーマッサージ

貸し出し絵本と
読み聞かせの会
身体測定

親子あそび
身体測定・茶話会

ベビーコンディショ
ニング（赤ちゃんの
発達・発育を促す運動）

親子あそび
はじめましての会

親子あそび
身体測定

全

もも
はいはい

ねんね

ねんね

要予約

全

事業案内

　 　 1 2 3  

6 7 8 9 10

13 14 15 16 17  

20 21 22 23 24

27 28 29 30

広場

広場

広場

広場

広場

広場

広場

昭和の日

広場 広場

広場

広場

● 4 月の子育て支援センター ●

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　
ベビーマッサージ
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　広場
午後　×

午前　広場
午後　×

午前　サークル
午後　広場

子育てサークル 活動日の　10：00 ～ 12：00

子育て広場 開設日：月曜日～金曜日　（10：00～16：00）
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地 域 包 括 支 援

セ ン タ ー 便 り

錦町
お問合せ

錦町地域包括支援センター　☎38－4020

“生活援助員” 募集！！

“入浴介助員” 募集！！ 

募集中！ 生活援助員・入浴介助員として
活躍してみませんか？

元気が出る学校(※)などでの入浴のお手伝いをしていただける
ボランティアの方を募集しています。

地域でお困りの方が、安心して生活するためにお手伝いしていただける
“生活援助員”（有償ボランティア）を募集しています。

◆生活援助員が行う内容
　買い物、掃除、洗濯、調理など日常生活のお手伝い。その他
　ひとり暮らし高齢者等の生活援助に資する生活上の援助など

※ホームヘルパ－資格、または高齢者施設等での経験がある方、
　大歓迎です！！
　未経験の方も研修終了後（半日程度）、活動して頂けます。
　まずは、お気軽にご連絡ください！　
　
　お問合せ：錦町社会福祉協議会　　☎ 0966-38-2074

◆入浴介助員が行う内容
　火、木、金の午後1時～2時30分に、入浴や着替えなどのお
　手伝い。

※元気が出る学校とは、錦町の地域支援事業の中の通所型サー
　ビスの一つです。
　場所はひだまり館（役場裏）で行っています。
　元気でやる気のある方を募集しています！
　週に1回でも大歓迎です！　
　まずは、お気軽にご連絡下さい！　
　
　お問合せ：錦町地域包括支援センタ－　☎ 0966-38-4020

 思春期は、子育ての最大の難関ともいえます。成長には個人差がありますが、多くの子ども達は小学
校の高学年くらいから思春期に突入します。

　親としてできることは、子ども達にとっての最大のサポーターは「家族」であると
いうことを理解して「信じて子どもを待つ」という姿勢を身につけることです。

　思春期の最大のテーマはズバリ！『親離れ』です。
なので、思春期の子ども達が親を“うっとうしく”感じることが、子育
てが上手く進んでいるサインの１つです。
　子ども達は、不安を感じながらも、必死で親から離れようとし、自分
の力で自分の世界を切り開いていくための準備を始めます。
　この時期は、身体がどんどん成長し、大人に変化していくことを実感
しながらも、心の中は大人と子どもの間を行ったり来たりします。

こんにちは
保健師です

問合せ　錦町保健センター　☎38 -2 0 4 8

子どもの“ 思春期 ”
  ～子育てのポイント～

保健師　桑原　香織

☆子どもが出す思春期のサイン☆

☆思春期の発達　３つの特徴☆

☆ 子どもへの声かけポイント☆
O K　ワード  N G　ワード

・親から離れていく
　・仲間を作る
　　・自分らしさをみつける

「自分がよくわからない」ことで
　　大きな不安をかかえますが
仲間の中で、自分は「こういう
　　人間なんだ」と知ることが
　　できると、安心できます。

・「お前なら大丈夫だ。安心して任せられるよ」
・「気が済むまでやっていいよ」
・「失敗してもいいんだよ」

　親がこれまでに培ってきた「子どもを
　信じて待つ力」が試されます。
　親は、子どもの力を信じ見守っている
　姿勢を伝える事を心がけましょう。

・「お前は何をやってもダメだな」
・「ほら、また失敗したじゃない」
・「だから、言ったでしょ！親の方が正しいのよ」

　子どもの失敗や迷いを否定し、自己肯定感
　を下げるようなことを言い続けると、「自
　分は本当にダメな人間なんだ」と自信をな
　くしてしまいます。
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地 域 包 括 支 援

セ ン タ ー 便 り

錦町
お問合せ

錦町地域包括支援センター　☎38－4020

“生活援助員” 募集！！

“入浴介助員” 募集！！ 

募集中！ 生活援助員・入浴介助員として
活躍してみませんか？

元気が出る学校(※)などでの入浴のお手伝いをしていただける
ボランティアの方を募集しています。

地域でお困りの方が、安心して生活するためにお手伝いしていただける
“生活援助員”（有償ボランティア）を募集しています。

◆生活援助員が行う内容
　買い物、掃除、洗濯、調理など日常生活のお手伝い。その他
　ひとり暮らし高齢者等の生活援助に資する生活上の援助など

※ホームヘルパ－資格、または高齢者施設等での経験がある方、
　大歓迎です！！
　未経験の方も研修終了後（半日程度）、活動して頂けます。
　まずは、お気軽にご連絡ください！　
　
　お問合せ：錦町社会福祉協議会　　☎ 0966-38-2074

◆入浴介助員が行う内容
　火、木、金の午後1時～2時30分に、入浴や着替えなどのお
　手伝い。

※元気が出る学校とは、錦町の地域支援事業の中の通所型サー
　ビスの一つです。
　場所はひだまり館（役場裏）で行っています。
　元気でやる気のある方を募集しています！
　週に1回でも大歓迎です！　
　まずは、お気軽にご連絡下さい！　
　
　お問合せ：錦町地域包括支援センタ－　☎ 0966-38-4020

25 広報錦  2020 年 4 月号



集

編

記

後

八代宮にて風呂上がりに１枚■人の動き

T
・
晴
美

発
表
会
大
き
な
口
で
堂
々
と

「
ス
ー
ホ
」
の
悲
し
み
響
き
渡
れ
り

劇
の
後
友
の
姿
に
感
動
し

自
分
も
挑
戦
し
て
み
た
い
と
言
ふ

（
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
脅
威
に
際
し
て
）

コ
ロ
ナ
っ
て
恐
竜
の
こ
と
？
と
四
歳
は

大
人
を
脅
か
す
も
の
想
像
す

お
母
さ
ん
今
日
は
何
時
に
帰
る
の
と

休
校
中
の
退
屈
せ
し
子

「
卒
業
生
、
入
場
。
」
の
声
に
入
り
来
る

マ
ス
ク
の
列
に
こ
み
あ
ぐ
る
も
の
あ
り

今
日
も
ま
た
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
空
白
の

棚
に
呆
然
と
た
た
ず
む
老
婆

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
よ
り
下
船
せ
ど

胸
を
張
っ
て
は
帰
れ
ぬ
と
言
う

今
こ
そ
が
忍
耐
の
時
戦
時
中
の

団
結
を
せ
し
日
本
を
ふ
と
思
ふ

坂
本
　
敦
子

熊
本
城
　
復
旧
工
事
　
匠
と
技

博
物
館
　
偉
人
匠
技
　
崇
拝
す

植
木
市
　
剪
定
の
技
に
　
人
人
だ
か
り

朝
日
受
け
　
七
色
輝
く
　
草
花
が

親
子
孫
　
牡
蠣
三
昧
　
超
至
福

香
り
立
つ 

ジ
ュ
ウ
ジ
ュ
ウ
焼
け
る 

牡
蠣
の
音

切
り
干
し
を 

太
陽
の
動
き 

引
き
の
ば
す

坂
本
　
敦
子

世
界
中
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
　
右
往
左
往

ク
ル
ー
ズ
船
　
豪
華
な
旅
が
　
地
獄
落
ち

坂
本
　
敦
子

め
で
た
か
ね
　
20
年
ぶ
り
の
　
鯉
の
ぼ
り

め
で
た
か
ね
　
高
・
大
合
格
　
孫
達
が

吉
村
　
鳳
壱
　
　（
博
幸
・
美
晴
）

　
　
　  

　
木
上
白
坂

田
中
　
奏
陽
　
　（
雅
也
・
遥
）

　
　
　  

　
木
上
滝
の
水

井
上
　
愛
菜
　
　（
公
人
・
望
美
）

　
　
　  

　
一
武
昭
和

辻
浦
　
繁
雄
　（
87
歳
）　
木
上
高
原

蓑
茂
　
リ
キ
　（
91
歳
）　
一
武
上
福
島

宮
田
　
レ
イ
　（
94
歳
）　
西
内
門

前
原
　
止
　
　（
71
歳
）　
一
武
中
島

田
中
　
銑
十
郎（
82
歳
）　
一
武
上
福
島

濵
田
　
正
義
　（
38
歳
）　
西
大
王
三
条

原
　
　
良
利
　（
87
歳
）　
西
下
大
鶴

岡
村
　
ヨ
シ
子（
92
歳
）　
一
武
下
福
島

☆
次
回
（
5
月
号
）
の
笠

◆
ひ
ん
だ
れ
た
（
疲
れ
た
な
あ
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　締
切
日

　4
月
9
日
（
木
）

か
な
た

た
い
ち

ま
　な

2月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　３，８52（－3）　　  ○総人口　１０，537（－17）　　  ○男　5,002（－7）　　  ○女　５，535（－10）

ひ
と

い
ろ

　
冬
の
寒
さ
も
随
分
と
や
わ
ら
ぎ
、
春

の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
毎
日
毎
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
は
じ
め
不
安
な
ニ
ュ
ー
ス
ば
か

り
で
、
明
る
い
気
持
ち
に
は
な
れ
ず
に

い
ま
す
。
一
刻
も
早
く
事
態
が
収
束

し
、
日
常
に
戻
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

　
さ
て
、
私
は
夫
の
転
勤
に
と
も
な

い
、
4
年
前
に
熊
本
市
内
か
ら
錦
町
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
引
っ
越
し
て

き
た
当
初
は
、
生
後
3
カ
月
の
娘
と
家

に
引
き
こ
も
る
生
活
で
、
夫
以
外
に
話

を
す
る
人
も
お
ら
ず
、
社
会
と
切
り
離

さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

し
た
。
当
時
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

長
女
を
出
産
す
る
直
前
ま
で
子
ど
も
に

か
か
わ
る
仕
事
を
し
て
い
た
の
に
、
こ

れ
ま
で
の
仕
事
で
の
経
験
が
役
に
立
た

な
い
ほ
ど
子
育
て
は
難
し
く
、
手
探
り

だ
っ
た
こ
と
で
自
信
を
失
っ
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
生
活
を
変
え

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
て
い
る
子
育
て
サ
ー

ク
ル
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
し
た
。
サ
ー
ク
ル
で
い
ろ
ん
な
人
と

話
し
た
り
、
活
動
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分
一
人
で
は

な
い
の
だ
と
思
え
ま
し
た
。
今
で
も
子

育
て
に
悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
悩
み

を
相
談
で
き
る
友
人
の
お
か
げ
で
楽
し

く
子
育
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
我
が
子
に
布
絵
本
を
作
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
に

は
ま
り
、
洋
服
作
り
や
編
み
物
な
ど
趣

味
も
広
が
り
ま
し
た
。
拙
い
な
が
ら
も

イ
ベ
ン
ト
に
出
品
さ
せ
て
頂
い
た
と
き

に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
に
手
に
取
っ
て

も
ら
い
、
気
に
入
っ
て
購
入
し
て
く
だ

さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
喜

ん
で
も
ら
え
た
こ
と
で
自
信
に
な
り
、

「
ま
た
作
ろ
う
」
と
い
う
意
欲
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
4
年
間
で
様
々
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
錦
町
の
人
の
や
さ
し
さ
に

助
け
ら
れ
、
こ
こ
で
子
育
て
が
で
き
て

い
る
こ
と
を
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
現
在
出
産
を
控
え
里
帰
り
中

で
錦
町
を
離
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
た
一

段
と
賑
や
か
に
な
っ
て
家
族
み
ん
な
元

気
に
錦
町
に
戻
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

◆
次
回
は
　
一
武
　
栄
◆

◆
松
原
由
紀
子
さ
ん
で
す
◆

短

　歌

に
し
き
狂
句

俳

　句

川

　柳

錦
み
ん
な
の
歌
会

お
く
や
み

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
2
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
って
い

る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の
方
へペ
ン

リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。次
号
の
方
へ
の
紹
介

は
今
号
の
筆
者
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
今
月
の
表
紙
は
、
特
集
「
新
型
コ
ロ

ナ
の
波
紋
」
の
記
事
に
合
わ
せ
、
子
ど

も
た
ち
が
手
を
洗
っ
て
い
る
様
子
を
写

真
に
お
さ
め
ま
し
た
。
特
集
で
も
取
り

上
げ
て
い
る
と
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
歯
止
め
が
き
か

な
い
状
況
で
す
。
錦
町
で
は
幸
い
ま
だ

感
染
者
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
不
安
は

消
え
ま
せ
ん
ね
。
ま
た
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
行
事
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
や
臨

時
休
校
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
私
た

ち
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
我
が
家
も
、
今
回
長
男
が

保
育
園
を
卒
園
し
ま
し
た
が
、
卒
園
式

も
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
、
謝
恩
会

も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
息

子
の
立
派
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

だ
け
で
も
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

４
月
か
ら
は
小
学
生
。
私
も
子
ど
も
と

一
緒
に
、
「
体
」
で
は
な
く
「
人
」
と

し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
い
つ
ま
で
続

く
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ま
め
な
手
洗

い
や
う
が
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
行

い
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
４
月

は
少
し
で
も
明
る
い
話
題
が
増
え
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

新
川
貴
宏

ご
誕
生

思いつくまま
那須　仁美さん
（一武西原）
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T
・
晴
美

発
表
会
大
き
な
口
で
堂
々
と

「
ス
ー
ホ
」
の
悲
し
み
響
き
渡
れ
り

劇
の
後
友
の
姿
に
感
動
し

自
分
も
挑
戦
し
て
み
た
い
と
言
ふ

（
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
脅
威
に
際
し
て
）

コ
ロ
ナ
っ
て
恐
竜
の
こ
と
？
と
四
歳
は

大
人
を
脅
か
す
も
の
想
像
す

お
母
さ
ん
今
日
は
何
時
に
帰
る
の
と

休
校
中
の
退
屈
せ
し
子

「
卒
業
生
、
入
場
。
」
の
声
に
入
り
来
る

マ
ス
ク
の
列
に
こ
み
あ
ぐ
る
も
の
あ
り

今
日
も
ま
た
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
空
白
の

棚
に
呆
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と
た
た
ず
む
老
婆

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
よ
り
下
船
せ
ど

胸
を
張
っ
て
は
帰
れ
ぬ
と
言
う

今
こ
そ
が
忍
耐
の
時
戦
時
中
の

団
結
を
せ
し
日
本
を
ふ
と
思
ふ

坂
本
　
敦
子

熊
本
城
　
復
旧
工
事
　
匠
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博
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偉
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匠
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拝
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植
木
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剪
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人
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だ
か
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朝
日
受
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七
色
輝
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草
花
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親
子
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牡
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三
昧
　
超
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福

香
り
立
つ 

ジ
ュ
ウ
ジ
ュ
ウ
焼
け
る 

牡
蠣
の
音

切
り
干
し
を 

太
陽
の
動
き 

引
き
の
ば
す

坂
本
　
敦
子

世
界
中
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
　
右
往
左
往

ク
ル
ー
ズ
船
　
豪
華
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が
　
地
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落
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坂
本
　
敦
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め
で
た
か
ね
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ぶ
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の
　
鯉
の
ぼ
り
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で
た
か
ね
　
高
・
大
合
格
　
孫
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が

吉
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博
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リ
キ
　（
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島
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濵
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鶴

岡
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句
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ペ
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で
構
い
ま
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ん
。
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に
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光
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い
。
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日
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ま
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の
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さ
も
随
分
と
や
わ
ら
ぎ
、
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の
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れ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
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毎
日
毎
日
新
型
コ
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ウ
イ
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ス
を
は
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め
不
安
な
ニ
ュ
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ス
ば
か

り
で
、
明
る
い
気
持
ち
に
は
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ず
に

い
ま
す
。
一
刻
も
早
く
事
態
が
収
束

し
、
日
常
に
戻
る
こ
と
を
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う
ば
か
り

で
す
。

　
さ
て
、
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は
夫
の
転
勤
に
と
も
な

い
、
4
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前
に
熊
本
市
内
か
ら
錦
町
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
引
っ
越
し
て

き
た
当
初
は
、
生
後
3
カ
月
の
娘
と
家

に
引
き
こ
も
る
生
活
で
、
夫
以
外
に
話

を
す
る
人
も
お
ら
ず
、
社
会
と
切
り
離

さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

し
た
。
当
時
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

長
女
を
出
産
す
る
直
前
ま
で
子
ど
も
に

か
か
わ
る
仕
事
を
し
て
い
た
の
に
、
こ

れ
ま
で
の
仕
事
で
の
経
験
が
役
に
立
た

な
い
ほ
ど
子
育
て
は
難
し
く
、
手
探
り

だ
っ
た
こ
と
で
自
信
を
失
っ
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
生
活
を
変
え

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
て
い
る
子
育
て
サ
ー

ク
ル
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
し
た
。
サ
ー
ク
ル
で
い
ろ
ん
な
人
と

話
し
た
り
、
活
動
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分
一
人
で
は

な
い
の
だ
と
思
え
ま
し
た
。
今
で
も
子

育
て
に
悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
悩
み

を
相
談
で
き
る
友
人
の
お
か
げ
で
楽
し

く
子
育
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
我
が
子
に
布
絵
本
を
作
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
に

は
ま
り
、
洋
服
作
り
や
編
み
物
な
ど
趣

味
も
広
が
り
ま
し
た
。
拙
い
な
が
ら
も

イ
ベ
ン
ト
に
出
品
さ
せ
て
頂
い
た
と
き

に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
に
手
に
取
っ
て

も
ら
い
、
気
に
入
っ
て
購
入
し
て
く
だ

さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
喜

ん
で
も
ら
え
た
こ
と
で
自
信
に
な
り
、

「
ま
た
作
ろ
う
」
と
い
う
意
欲
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
4
年
間
で
様
々
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
錦
町
の
人
の
や
さ
し
さ
に

助
け
ら
れ
、
こ
こ
で
子
育
て
が
で
き
て

い
る
こ
と
を
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
現
在
出
産
を
控
え
里
帰
り
中

で
錦
町
を
離
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
た
一

段
と
賑
や
か
に
な
っ
て
家
族
み
ん
な
元

気
に
錦
町
に
戻
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

◆
次
回
は
　
一
武
　
栄
◆

◆
松
原
由
紀
子
さ
ん
で
す
◆

短

　歌

に
し
き
狂
句

俳

　句

川

　柳

錦
み
ん
な
の
歌
会

お
く
や
み

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
2
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
って
い

る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の
方
へペ
ン

リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。次
号
の
方
へ
の
紹
介

は
今
号
の
筆
者
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
今
月
の
表
紙
は
、
特
集
「
新
型
コ
ロ

ナ
の
波
紋
」
の
記
事
に
合
わ
せ
、
子
ど

も
た
ち
が
手
を
洗
っ
て
い
る
様
子
を
写

真
に
お
さ
め
ま
し
た
。
特
集
で
も
取
り

上
げ
て
い
る
と
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
歯
止
め
が
き
か

な
い
状
況
で
す
。
錦
町
で
は
幸
い
ま
だ

感
染
者
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
不
安
は

消
え
ま
せ
ん
ね
。
ま
た
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
行
事
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
や
臨

時
休
校
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
私
た

ち
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
我
が
家
も
、
今
回
長
男
が

保
育
園
を
卒
園
し
ま
し
た
が
、
卒
園
式

も
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
、
謝
恩
会

も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
息

子
の
立
派
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

だ
け
で
も
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

４
月
か
ら
は
小
学
生
。
私
も
子
ど
も
と

一
緒
に
、
「
体
」
で
は
な
く
「
人
」
と

し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
い
つ
ま
で
続

く
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ま
め
な
手
洗

い
や
う
が
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
行

い
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
４
月

は
少
し
で
も
明
る
い
話
題
が
増
え
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

新
川
貴
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ご
誕
生

思いつくまま
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錦
・
く
ら
ん
ど
公
園
の
西
側
広
場
に

は
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
設
置
に
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
、
錦
町

農
産
物
等
直
売
所
出
荷
協
議
会
。
会
長
の

岩
見
照
也
さ
ん
（
一
武
上
忠
ヶ
原
）
が
中

心
と
な
り
同
取
組
み
を
進
め
ま
し
た
。
町

か
ら
町
有
林
の
間
伐
材
を
提
供
し
て
も
ら

い
、
同
地
区
の
槻
木
福
一
さ
ん
と
岩
本
智

満
さ
ん
の
協
力
を
得
て
２
月
11
日
に
設

置
。
立
派
な
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
が
広
場
で
存

在
感
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
設
置
し
た
岩
見
さ
ん
は
「
昨
年
の
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
盛
り
上
が
り

と
、
『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』
の
精
神
に

感
銘
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
に
も
大
き
な

夢
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
計
画
し

た
。
将
来
的
に
は
少
年
ラ
グ
ビ
ー
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
な
ど
も
呼
ん
で
イ
ベ
ン
ト
も

や
っ
て
み
た
い
」
と
、
将
来
の
展
望
ま
で

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
は
、
鯉
の
ぼ
り
を
揚

げ
る
ロ
ー
プ
も
設
置
し
て
あ
る
と
の
こ

と
。
自
由
に
揚
げ
て
い
い
そ
う
な
の
で
、

鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
に
行
く
の
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

錦・くらんど公園に
ラグビーゴールポストが出来ました

令和２年度当初予算決まる
令和２年度施政方針
後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ
錦町放課後子供教室
「教育活動サポーター」を募集しています。

特集　新型コロナの波紋
　　　　　感染拡大防止のため今私たちにできること


